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each other とone anotherの語法 (7)
― The Underland Chroniclesの場合 ―
松島　龍太郎
0.  Introduction
　松島（2013a）から始まった2つの相互代名詞each otherとone anotherについて，
まず，語法書等により，2か3以上かという構成員 (Referent) の数による使い分け
は当てはまらないということが確認され，次に，今まで扱った作品群ではさまざ
まな使い方が見えてきた．本稿では，Suzanne CollinsのThe Underland Chronicles
を扱う．Collinsは松島（2014b）でも扱った作家である．
　構成員の数については，2者および3者以上のmanyで分類するが，その分類を
超えるものもある．「グループ」や「三三五五（in twos and threes）」，「連続」，所
有格についても確認する．本稿では，さらに，「代表」と「それぞれ」という概
念を導入する．
　例文については，each otherとone anotherおよびその所有格には下線を引き，
その referentおよび員数は太字とし，その他の関連した部分には波下線を引く．
　引用の例文は，構成員 (referent) ができるだけ分かるように，関係した文の前
後から示すこともある．また，文の後の [brackets] に構成員を入れた．Speech部
分は “S” とした．末尾の (丸かっこ ) の数字は掲載ページである．
（この物語について）
　この物語の設定であるが，New Yorkの地下深く広大な地下世界が広がっている．
主人公のGregorとその家族がこの世界に落ちる．この世界にはSandwichなる人
物が作った都市RegaliaがありUnderlander（地下世界の人類）が住んでいる．他
の主な生物は，こうもり (bats)，ねずみ (rats)，ごきぶり (cockroaches)，などがい
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るが皆大型で知性を持ち，言語（英語）を操ることができる 1．Batは特に人間と
親しく，人間を乗せて飛ぶことができる．RatはUnderlanderと対峙していて，しっ
ぽを除いて2メートルほどもある．Roachの英語は片言と言う感じだが彼ら独自
の言語を有している．大きさは1.2メートルほどで，子供くらいなら乗せること
ができる．
1.  Gregor 01 2 
　この第1巻では，each otherが10例，所有格 each other’sが1例で，計11例現れ，
one anotherは5例，所有格one another’sが1例で，計6例現れる．両方の相互代名
詞が使われていると言える．
1.1　Each other:  構成員2の場合
　構成員が確実に2のものは6例である．主人公のGregorが，妹のBoots 3ととも
に地底の世界に降り立ち，最初に出会う「人間」の少女の名前はLuxa 4といい，
このGregorとLuxaの二人が構成員のものが2例ある．例 (1) は，初対面時で，お
互いに相手のことについてはまだ何も分からないが，Gregorから見ると相手の
Luxaは生意気女である：
()  Gregor didn’t know how long they might have stood there sizing each other 
up if Boots hadn’t intervened.  [Gregor & Luxa]  () 
　例 () は，Gregorが妹とともにいったんUnderlandから逃げ出そうとするが，
1 本稿では，これらの知的生命体を大文字で始まる単数形の英語名で表記する．こうもりはBat，
大型のねずみはRat，小型のねずみはMouse，ごきぶりはRoach，蜘蛛はSpiderである．人類は
Humanであり，Gregor一家はOverlander，地底人はUnderlanderであるが，通常，区別を必要とし
ない場合，両者とも「人間」とする．
　また，この知的生命体は名前を持っているので，本稿ではその数に言及するとき人間同様「名」
を用いる．
2 Gregor the Overlander (2003, 2013).
3 Bootsはあだ名．本名はMargaretで，物語開始時2歳．
4  /'luːksə/ 
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人間にとって仇敵のRatに襲われたところをLuxaたちに助けてもらい，事情説
明の場面で，二人は反目，反発しあっている：
()  This time, they both took seats as far from each other as possible.  [Gregor 
& Luxa]  ()
　例 (3) は，Luxaと彼女のいとこのHenryの二人である．VikusはLuxaの祖父
で，Luxaが16歳になって女王になるまで，後見役として君主教育を施しているが，
Luxaの方は「おてんば」ぶりを発揮している：
()  He [Vikus] glanced at Henry and Luxa, who were flipping wildly in the sky trying to 
knock each other off their bats.  [Henry & Luxa]  ()
　Gregorと父親の二人のものが2例ある．父親は，2年前に地下世界に来ていて，
Ratたちに捕らえられ，救出された時は，精神，肉体ともにかなり衰弱していた．
例 (4)，(5) は，父親救出後，Regaliaの宮殿において，Bootsとともにいる場面である．
Bootsを入れれば3人であるが，Bootsは食欲がなくなることはなさそうな児なの
で入れずに，2人とする：
()  They spent the afternoon playing with Boots, trying to make each other eat and 
often, without any particular reason, reaching out to touch each other.  [Gregor & his 
father]  () 
()  They spent the afternoon playing with Boots, trying to make each other eat and 
often, without any particular reason, reaching out to touch each other.  [Gregor & his 
father]  ()  
　人間2名が構成員のものはもう1例あり，Gregorが宮殿に連れて行かれ，Boots
の世話役に任命されたDulcetと一緒に紹介された男女二人で，MarethとPerditaと
いい，実は彼を見張る兵士たちである．Marethはその後，Gregorの親友となる：
()  Behind him, the two guards murmured something to each other.  [Mareth & Perdita] 
()
5 一文中に複数の例が現れる場合は，それぞれで独立した例文として扱う．以下同．
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1.2  Each other: 「代表」の場合
　この世界では，人間とBatとの関係，すなわち「きずな」“bond” が重要な概念
である．これが提示されるのは，Luxaの祖父のVikusが次のようにこうもりの
AuroraとEuripedesをGregorに紹介する時である．二組同時の紹介であるが，そ
れぞれVikusとEuripedes，LuxaとAuroraが「きずな」を結んでいることが分かる：
“Gregor the Overlander, meet you Aurora and Euripedes. They are bonded to Luxa and 
myself,” said Vikus, extending a flexed hand to the gray bat on his right. Euripedes 
brushed the hand with his wing. Luxa and her golden bat Aurora performed the same 
exchange. 
　例 () は，上の引用の “They are bonded to Luxa and myself.” というVikusの説明
を受けて，Gregorが質問するものである．つまり，構成員のグループつが対
になっているというよりも，特定の構成員の一対一の「きずな」の関係が問題に
なっていて、そしてここでは，それが二組ある ：
()  “Nice to meet you,” said Gregor politely. “What does that mean, that you’re bonded 
to each other? ”  [Aurora & Luxa; Euripedes & Vikus]  S  () 
　例 () は，() のGregorにVikusの妻のSolovetが簡単に歴史的な説明で答えた後，
Gregorのさらなる質問，“And what do you do if you’re bonded to a bat? ” () に対す
る答えである．一般人称のyouを使って普遍性を言うようだが，Gregorの質問に
直接答えるならば，対の関係になる．やはり，つのグループが対になってい
るわけではなく，それぞれのグループからの特定の構成員（ある特定の人間とあ
る特定のBat）の組み合わせである：
()  “You keep each other alive,” said Luxa coldly.  [A human & a bat]  S  ()
　例 (3) は，いわゆる「総称」で一般的な話の仕方であるが，やはり，つまると
ころはこのような「代表」である：
6 Page 66.
7 Manyで2グループであるが，片方のグループの特定の構成員がもう一方のグループの特定の構成
員と1対1で対応している．本稿では，これを「代表」と呼ぶ．
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()  “When a bat and a human bond, they swear to fight to the death for each other,” said 
Luxa. “Aurora would never leave me in danger, nor I her.”  [A bat & a human]  S  (0)
　例 (4) は，LuxaのいとこであるHenryが，こともあろうに，仲間を裏切って
Ratと結託をしていたことが判明したところで，彼が語るその理由である．彼は，
Ratと人間（人間の中心はHenry自身で，Ratの王のGorgerは彼に王位を約束した）
が手を組んでこの世界を支配しようともくろんでいる．人間とRatで，manyで，
多数の集合体の2つのグループであるが，中心者HenryとGorgerという「代表」
も考えられる：
()  “The rats, at least, are not guilty of that. Together, we will protect each other. 
Together, we will rule. Together, we will be safe. It has been decided.”  [The rats & 
the humans]  S  ()
1.3  Each other’s
　所有格の構成員はmanyであるが，人間とSpiderで，2つのグループである．
SpinnersとはSpiderの別名でる：
()  “We are on peaceful terms with the spinners. We trade with them, we do not invade 
each other’s lands . . . but it would be an exaggeration to call them our friends.”  [The 
spinners & the humans]  (0)  
1.4  One another：「それぞれ」
　この第 1巻の one anotherの構成員はすべてmanyと言える．ただし，次の例
は，1対3の2グループである．VikusがGregorに紹介した3人のUnderlanderのグ
ループとGregorである．3人のうち一人はDulcetといい，15歳くらいで，彼女が
Bootsの世話係となる．他の2名は，1.1 (6) のMarethとPerditaである：
()  Gregor and the Underlanders stared awkwardly at one another.  [Gregor & the three 
Underlanders]  () 
8 ピリオド3個は原文．（以下同．）
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　次の (2) は，物語の初期に，Gregorはこんな世界はいやだと妹と逃げ出したの
だが，2名のRatに見つかり，襲われているところを助けに来たHenry，Mareth，
PerditaとそのBatたちである．人間だけなら構成員は3，Batを入れると構成員は
6で3グループである．Gregorの観点から，人間を中心に見ている：
()  Gregor saw Henry, Mareth, and Perdita zigzagging their bats above the rats’ heads. 
Besides avoiding one another in limited space, they had to dodge the wicked claws 
of the rats.  [Henry, Mareth, Perdita on their bats]  () 
　次の () の構成員はである．Gregorの父親を救う旅に加わったUnderlanderは
Mareth, Henry, Luxa, Vikus, Solovetの名で，したがって，この場にいるBatは
名であるが，Bat一般に言及しているとも言える．これは三三五五というよりは，
それぞれのBatが他のそれぞれのBatと関係している  ：
()  The bats hardly ever spoke out loud, though. It seemed to require a lot of effort. They 
probably talked to one another in squeaks too high for human ears to hear.  [The bats] 
()
　次の (4) は，地上での光景で，妹のBootsが動物園でこうもりを見ているとこ
ろをGregorが思い出している．それぞれのこうもりが他のそれぞれに対してい
るので，やはり「それぞれ」である．こうもりが暗闇でもぶつからずに飛ぶこと
ができるのは “echolocation” のおかげであるが，これは後にGregorにとって重要
になる技能で，ここはその伏線である：
()  In the small, dark display, hundreds of bats managed to flit around continuously 
without knocking into one another.  [Hundreds of bats]  ()
　次の (5) は，RatのKingであるGorgerが倒れ，Ratたちが内戦状態になっている
ことを述べている．構成員は，Rat一般で，多数であり，多くのグループに分か
れて「それぞれ」のグループが対峙している：
()  “I believe the war will soon be at an end,” said Vikus. “The rats have begun to battle 
one another for their throne.”  [The rats]  S  () 
9 構成員のそれぞれが他の構成員のそれぞれに対しているこの関係を，本稿では「それぞれ」と呼ぶ．
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1.5  One another’s
　次の (1) は，1.3 (3) の後，旅の協力者を求めてSpiderのもとへ飛び立つ場面で，
この旅の参加者全員である．やはり，「それぞれ」が認められる．ただし，Boots, 
Temp, Tick 10をSolovetは戦力としてみなしていないけれども：
()  “Fly close together. We may have need of one another’s protection,” said Solovet. 
“To the air!”  [Mareth, Henry, Luxa, Vikus, Solovet, their five Bats, with Gregor and 
Boots including Temp and Tick]  S  ()
1.6  まとめ
　Each otherについては，構成員が確実に2のものが6例で，同時に人間同士である．
人間とBatのきずなで3例あり，それぞれ2グループと考えられるが，構成員の1
対1の関係をいう「代表」である．最後の例は，manyで2グループであるが，背
後に特定の2者がいて「代表」でもある．所有格のeach other’sは，manyで2グルー
プである．
　One anotherについては，すべてmanyであるが，グループに分かれるものと，
そうでないものがある．例 (1) は2グループ，(2) は3グループである．(5) は多数
のグループの「それぞれ」，(3)，(4) と所有格は「それぞれ」である．
　出現率（何ページの割合で1例が現れるかで，数字が小さいほど頻度が増す）は，
本文311ページで，each otherが28.27 (311/11)，one anotherが51.83 (311/6)で，両
方あわせると18.29 (311/17) である．
2.  Gregor 02 11 
　この第2巻では，each otherが14例，所有格のeach other’sが1例で，計15例あり，
one anotherは4例と少なく，所有格もない．
10 TempとTickはRoachで，RoachたちはBootsをprincessとして崇めている．
11 Gregor and the Prophecy of Bane (2004).
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2.1  Each other
　構成員2のものがほとんどである．Underworldでは人間とBatのきずなが重要
視されるが，5例ある．例 (1) は，そのきずなについて述べたもので，一般論で
多数ではあるが，究極は1対1の関係で「代表」である：
()  In the Underland, a human and a bat could take a vow and swear always to protect 
each other no matter how desperate the situation.  [A human & a bat]  ()
　例 (2) は，Henryときずなで結ばれていたBatのAresが，Henry亡き後，Gregor
ときずなを結んだことを述べている：
()  Ares had saved his life. Gregor had kept Ares from banishment, which would have 
meant certain death. They were bonded together and had sworn to fight to the death 
for each other.  [Gregor & Ares]  () 
　GregorとAresは，(2) を含めて計3例ある．GregorがUnderworldに戻ってきたのは，
妹のBootsがRoachたちにさらわれたからである．再会したGregorとAresであるが，
先の冒険できずなを結んだとはいえ，まだ相手をよく知らない間柄であり，特に
Gregorはきずなについてよく分かっていない．さらに，Bootsがさらわれたこと
であせっているGregorは，Aresと喧嘩をしてしまう：
()  Neither Ares nor Gregor responded. Since they weren’t actually speaking to each 
other, it seemed stupid to act like they had some special mental link.  [Gregor & 
Ares]  ()
　次の (4) では，GregorとAresとの関係は深まり，きずなは強く，安定したもの
となっている：
()  He didn’t bother to thank Ares. Somehow they were past thanking each other.  [Gregor 
& Ares]  (0)
　次の (5) は，Aresと元きずなのHenryであり，それぞれの立場からきずなになっ
た理由をAresが述べている：
()  “Henry chose me because I was wild and known to disobey many of the rules of my 
land. I chose Henry because I was flattered and he was royal and under his protection 
I knew I could be absolved of many things,” said Ares. “It was not all bad. We flew 
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well together and shared many of the same tastes. In most ways, we were suited to 
each other.  [Ares & Henry]  S  ()
　例 (6) は，VikusとLuxaの関係を述べている：
()  Vikus was her grandfather but, since her parents had been killed by rats, he was 
also the closest thing she had to a father. And he was supervising and training Luxa 
to take on the full responsibilities of being the queen of Regalia when she reached 
sixteen. Gregor thought it must be complicated for them, being so many things to 
each other.  [Luxa & Vikus]  ()
　例 (7) は，もう一つの人間の町 the FountからHoward家の人々がRegaliaを訪れ
た時に利用する一画が宮殿にあり，かなり広い区画でいくつかの部屋からなって
いる．今回の冒険がとりあえず終わり，安全のためにHowardとGregorはここで
休むことに決める．二者の並列，連続である：
()  Howard and Gregor took beds next to each other. Ares and Andromeda huddled 
together in the space between them.  [Howard & Gregor]  ()  
　例 (8) は，the Waterwayという地下の海を船で渡っていくが，途中大渦に巻き
込まれそうになり，対処しようとするが，HowardとMarethの意見は食い違う：
()  Howard and Mareth were shouting at each other across the rope that tethered the 
two boats together.  [Howard & Mareth]  ()
　例 (9) は，大渦に巻き込まれたTwitchtipをGregorが助けようとしているところ
である．TwitchtipはRatであるが，the Bane 12を探す案内役である．Underlander
たちはSandwichの残した予言により，Gregorがこの the Baneを倒すことを期待し
ている：
()  They smacked into each other, chest to chest.  [Gregor & Twitchtip]  ()
　例 (10) は，地下世界は真っ暗なので，照明係りとして雇ったFireflyが逃げた後，
RatのTwitchtipが冗談を言って，皆に大うけした時である．Luxaは両親をRatに
殺され，Rat一般を憎んでいる．また，一般にUnderlanderとRatは憎しみあっている．
12 このRatは，名前の通り，Underlanderたちに破滅をもたらすと言われている．
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このボートの中では，徐々にその憎しみが薄れかかってきている：
(0)  She and Twitchtip eyed each other.  [Luxa & Twitchtip]  ()
　例 (11) は，Bootsと the Baneである．The Prophecy of Baneには，“Just a barely 
speaking pup ”, “Die the baby ” 13  とあり，“pup” はRatのいうbabyのことで，Boots
は登場時から片言しかしゃべることのできない赤ん坊として描かれているので，
Gregorたちは予言の赤ん坊をBootsだと思い込み，そのため勘違いが起こった．
取り違いである 14 ：
()  Boots . . . the Bane . . . right now they were so alike that the entire Underland could 
misinterpret the prophecy and mistake them for each other.  [Boots & the Bane] 
(0)
　例 (12) は，Ratの Goldshardと Snareである．Snareは the Baneの父親で，
Goldshardは the Baneの母親であり，予言によると the BaneがUnderlandを支配す
ることになるということである．Snareは予言どおりにことが運ぶことをもくろ
んでおり，GoldshardはSnareから the Baneを守ろうとしている：
()  The combat was vicious. The rats attacked each other in violent bursts.  [Goldshard 
& Snare]  () 
　以上が，構成員が単純に2のものである．
　例 (13) は，MarethがFirefly一般について述べている．今回雇われたFireflyは
ZapとPhotos Glow-Glowという名のペアで，このように必ずペアで行動する．一
般では構成員はmanyであるが，ペアになるので「代表」と言える：
()  “They are not very capable fighters, and they tire quickly. So they ended up 
accusing each other of cheating, and giving up. Then they sulked for several days,” 
said Mareth.  [The fireflies]  S  (0)
　例 (14) は，Gregor兄妹が逆さに互いの目を見ている．2つのペアとするか4と
するかである．また，これのみ身体の一部である：
13 Page 40.
14 Sandwichの残した予言は，予言の例に漏れず曖昧ambiguous, vagueであり，Underlanderはこの予
言に振り回されているように見える．
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()  She squatted down and pressed her nose into his forehead so their eyes were 
blinking at each other upside down.  [Gregor’s eyes & Boots’ eyes]  () 
2.2  Each other’s
　例文 (1) は，FireflyのZapとPhotos Glow-Glowのペアである．喧嘩ばかりして
いるように見えるが，ペアを解消することはない．Fireflyの生き方なのであろう：
()  Mareth tried to feed them to distract them, but they just bickered about each other’s 
table manners.  [Zap & Photos Glow-Glow]  ()
2.3  One another
　相互代名詞one anotherは，4例ともmanyで「それぞれ」である．例 (1) は，
mouse等の小動物である．Bootsがさらわれたと思い，Central Parkの入り口から
Underworldへの途上でGregorが遭遇する：
()  A mouse. There were dozens running past him. And there by the wall ̶  hadn’t he just 
seen some kind of molelike animal go by? The whole floor was alive with creatures 
headed in Gregor’s direction in a big, creepy stampede. They weren’t trying to eat 
one another.  [Mice, other little animals]  ()
　次の (2) は，出発時は2隻あった船が，大渦で1隻になり，それに全員が乗っ
ている．狭い船の中で，三三五五とも「それぞれ」とも取れる：
()  Besides that, everyone on board was driving one another crazy.  [Gregor, Boots, 
Luxa, Howard, Mareth, Temp, Twitchtip, Ares, Aurora, Andromeda, Pandora, Photos 
Glow-Glow, Zap]  ()
　次の (3) は，Rat (Gnawer) 15 たち一般で，Bootsが死んだと思って盛り上がって
いる．三三五五とも取れるが，非常に数が多いので「それぞれ」とする：
()  They were off celebrating somewhere, the gnawers. Gnashing their ratty teeth and 
15 Underlandの生物にはそれぞれあだ名があり，RatはGnawer，Batは Flier，RoachはCrawler，
SpiderはSpinner，MouseはNibbler，FireflyはShinerである．そして，人間が何と呼ばれるかは
Gregor 04で明かされる．
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laughing and congratulating one another on how well their plan had worked.  [The 
gnawers]  (0)
　次の (4) は，Howardはこの地の royal familyの一員であるため，ここに広い居
所を有する．そこならば安全と考えた．Gregorが，Underlanderの信ずる予言に
逆らって the Baneを倒さなかったため，反逆罪で裁判を受けていたが，Narissa 
(Luxaがこの時点で行方不明であるため戴冠してQueenとなった ) が無罪とした
ため，放免されるが，Queenを信じない輩も多くいると思われるため，安全を確
保したい 16：
()  “I have a large chamber that would accommodate us. It is reserved for my family at all 
times,” said Howard. “At least we know we are safe with one another.”  [Andromeda, 
Ares, Howard, Gregor]  S  ()
2.4  まとめ
　Each otherについては，構成員2のものがほとんどである．人間とBatが5例，
人間と人間が3例，人間とRatが3例，RatとRatが1例，Fireflyは「代表」で1例，
所有格でも構成員2でFireflyが1例ある．最後の1例は，many (4) となるか2グルー
プとなるかあいまいである．これのみ身体の一部である．また，うち1例が並列
の連続である．
　One anotherについては，所有格がなく，4例と出現数も少ない．構成員はすべ
てmanyで，グループ対グループはなく，三三五五ないし「それぞれ」である．
　出現率は，本文309ページで，each otherが20.60 (309/15)，one anotherが77.25 (309/4)
で，両方あわせると16.26 (309/19) である．
3.  Gregor 03 17 
　この第3巻では，each otherが17例，one anotherは7例あり，両者とも所有格は
出現しない．each otherでは，構成員が2のものが9例，manyのものが8例あるので，
16 例2.1 (7) 参照．
17 The Curse of the Warmbloods (2005).
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2とmanyに分けて扱う．
3.1  Each other:  構成員2の場合
　人間とbatのものが2例あり，(1) は，この巻の開始時に，AresとGregorの間の
bondについて，あるいは，この世界のbatと人間との間のbondについて記憶を新
たにする：
()  Ares and Gregor were bonds, sworn to protect each other to the death.  [Ares & 
Gregor]  (0)
　次の (2) は，HowardとAndromedaは the Curse of the Warmbloods 18という疫病に
感染しており，同じ病室に隔離されていて，Gregorはガラス越しに覗くことがで
きる：
()  Howard and Andromeda were sitting across from each other on the floor with a 
chessboard between them.  [Howard & Andromeda]  ()
　LuxaとHamnetが構成員のものが3例あるが，Hamnetは，VikusとSolovetの子供で，
Luxaのおじに当たる．彼は，事情があってRegaliaを去っていたのだが，今回の
旅の案内人として息子のHazardとともに参加している．次の (3) は，Gregorたち
が砂地獄に捕らわれた時，第2巻から行方不明であったLuxaが現れる．Hamnet
とLuxaはおじと姪の関係でよく似ている．Gregorは，命の危険の際にそのこと
に注目している：
()  Hamnet skidded to a stop before he reached the quicksand, but his attention was on 
Luxa. She looked back at him in shock. As they faced each other in profile, Gregor 
could see the resemblance was uncanny.  [Hamnet & Luxa]  (0)
　次の (4) では，長い間会わなかったLuxaとHamnetの関係はギクシャクしたも
のである： 
()  Luxa and Hamnet avoided speaking much to each other.  [Luxa & Hamnet]  ()
　次の (5) では，Gregorがそんな二人をどうにかしようと話しかけるが，すぐに
18 「温血の呪い」は，温血動物だけが感染する死に至る病で，この巻は，この疫病の治癒をめざす
冒険となる．
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はうまくいかない：
()  Luxa and Hamnet glanced at each other warily but said nothing.  [Luxa & Hamnet] 
()
　次の (6) は，Gregorとその母親であり，彼女はこの世界に来て，この疫病にかかっ
てしまった：
()  She stopped when she saw Gregor. They just stared at each other, as if no one else 
existed.  [Gregor & his mom]  ()
　例 (7) は，Luxaと妹のBootsで，前巻でのLuxaの失踪に言及している：
()  Gregor realized that the last time the queen and his little sister had seen each other 
had been in the rats’ maze.  [Luxa and Boots]  ()
　次の (8) は，急に出現したLizardとBootsが向き合っている．Bootsは「恐れを
知らない」子供である．このLizardは，実は，Hamnetの連れで，名をFrillといい，
大きさは，その頭がGregorの “fifteen feet above” (144) のところにある．大きな生
物は，言葉を発する知的生命体である：
()  For a moment, the towering lizard and the tiny girl were mirror images of each 
other.  [The towering lizard (Frill) & Boots]  ()
　例 (9) は，BatのNikeとAuroraである：
()  The two injured bats greeted each other warmly and snuggled together to sleep. 
[Nike & Aurora]  ()
3.2  Each other:  構成員がmanyの場合
　構成員がmanyの場合は，構成員が2つのグループに分かれるものが8例中7例
である．例 (1) は，普通のねずみ (rat) がGregor一家にプレッシャーをかけている
場面で，母親の “Rats? I thought they couldn’t get up here!” ()という叫びにGregor
が答えている：
 ()  “The Underland ones can’t. But I guess the regular ones can. And they know each 
other,” said Gregor.  [The Underland rats & the regular rats]  S  () 
　次の (2) は，3.1 (2) に続く場面で，構成員は3で，片やGregor，片やHowardと
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Andromedaの2グループとなる．Andromedaはこの場面で，Howardとともにガラ
スに近づいている．GregorのbondであるAresは疫病にかかって重体だが，こち
らは動ける：
 ()  They couldn’t hear each other through the thick glass, but Gregor was sure Howard 
said, “Gregor! You are here!”  [Gregor & Howard and Andromeda]  ()
　例 (3) は，Gregorが母親に，地下の勢力関係を説明しており，Underlanderと
Ratの関係を端的に表している：
 ()  “The main thing is that most of the humans and rats hate each other. The bats are 
tight with the humans.”  [Most of the humans & rats]  S  ()
　次の (4) は，RatのRipredが語る，人間とRatとの間の関係の歴史である：
 ()  “Now where to begin? . . . You see, the thing is . . . the thing you have to understand 
is that the humans and the rats were not always so consumed with hatred for each 
other.”  [The humans & the rats]  S  (0) 
　次の (5) は，Gregorの考えで，人間とRatとの間の関係である：
 ()  But then . . . if the humans and rats taught their babies from birth to fear each other 
. . . how was anything ever going to get better?  [The humans & rats]  ()
　例 (6) は，Gregorの一言が，彼対2名のRatのMangeとLapbloodとの間で一触
即発の危機を迎えた時，両者をHamnetがたしなめている．したがって，Gregor
対Mange and Lapbloodのグループである．
 ()  “That is better. Remember where you are, all of you. And that you need each other, 
Warmbloods.”  [Gregor & the two rats, Mange and Lapblood]  S  ()
　例 (7) は，Gregorたちと案内役になるはずのHamnetたちがうまくコミュニケー
ションがとれずに，決裂するところである：
 ()  “Then it’s settled. We have no use for each other,” said Hamnet.  [Gregor’s group & 
Hamnet’s group]  S  ()
　例 (8) は，Gregorたちで構成員2のグループが複数でき，グループ内での「そ
れぞれ」である．場面は，Antたち (大きさは five feet long, two feet tallで，非常
に多数の群れで襲ってくる ) から疫病の特効薬の素となる starshadeという植物を
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守ろうとして，Ripredが陣形を組む指示を出すところである．Ripredを先頭に左
翼にHamnet, Frillの順，右翼にGregor, Lapbloodの順の隊形を組み，基本的には隣
り同士ということになろう．Gregorの場合ならば，Ripred & GregorおよびGregor 
& Lapbloodということになる．最初は，底辺のFrillとLapbloodの組み合わせは考
えなくて良いから，最大で4グループが考えられる．しかし，乱戦になればその
ような順序などは関係なくなるだろう：
 ()  “Hold your positions as long as you can before you fall back. When we reach the 
stack, circle around. Don’t save each other, save the plants!”  [Ripred, Hamnet, Frill, 
Gregor, Lapblood]  S  () 
3.3  One another
　One anotherの7例はすべてmanyである．そのうち，2グループが2例ある．例 (1) 
は，人間とRat一般のグループである：
()  Other stanzas seemed to suggest that the humans and the gnawers ̶ the rats ̶ were 
going to have to band together to find the cure for the disease. Boy, they were going 
to love that! They’d only spent centuries trying to kill one another.  [The humans & 
the gnawers]  ()
　もう 1例は，人間対Ratの現在のいがみ合いの元となった戦いをHamnetが
Gregor達に語る場面である：
()  “When it was over, the humans and gnawers hated one another more than ever.”  [The 
humans and gnawers]  S  ()
　残りの5例は，manyである．次の (3) は，Gregorの父親，母親，妹のLizzieと
Bootsであり，Gregor，母親，Bootsの3人が地下世界へ行くところで，家族で「そ
れぞれ」別れを惜しんでいる．Gregorを入れれば5名全員が関与している：
()  Gregor’s family looked at one another, then wordlessly exchanged hugs. [Gregor’s 
family]  (0)
　次の (4) は，RoachたちがBootsの母親に紹介された場面で，BootsはRoachに
とってprincessであり，Gregorの母親はprincessの母親となる．Roachは6名ほどで，
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やはり全員が関与している「それぞれ」である：
()  The roaches seemed rattled by the news. Gregor could hear them whispering to one 
another.  [The roaches]  ()
　次の (5) は，LizardのFrillが気を利かせて，Boots, Temp, Hazardの3名を自分に
乗せることにし，Frill自身を入れて4名全員が関与する「それぞれ」である：
()  Frill offered to carry Boots and Temp along with Hazard, and Gregor agreed, figuring 
they could entertain one another.  [Frill, Boots, Temp, Hazard]  ()
　次の (6) は，疫病の媒介のしらみを駆除するためにGregor，母親，Boots，
Queen Athena (Batの女王 ) たちに研究員のNeveeveが命じるもので，全員が「そ
れぞれ」の行動となる：
()  “Put as much distance as you can between one another.”  [Gregor, his mom, Boots, 
Queen Athena]  S  ()
　次の (7) は，たくさんの thick, ropy vinesが絡み合っている．これのみ植物であ
るが，この森の植物は他の生物を襲うものもいる．また，一見蔦に見えても蛇の
可能性もある．蛇の場合，言葉を操るかどうか不明である：
()  Thick, ropy vines that wove in and out of one another and towered high above his 
head.  [Thick, ropy vines]  ()
3.4  まとめ
　Each otherの構成員2の場合は，9例中，人間とBatが2例，人間と人間が5例，
Lizardと人間が1例，Bat同士が1例である．
　Each otherの構成員manyの場合は，8例中，7例が2グループである．残り1例は，
複数のグループ内での「それぞれ」である．
　One anotherは，すべてmanyであるが，2グループが2例ある．残りのうち4例は，
グループ対グループではなく，「それぞれ」である．最後の1例は，三三五五の
組み合わせで，これのみ，知的生命体ではない可能性がある．
　出現率は，本文356ページで，each otherが20.94 (356/17)，one anotherが50.86 (356/7)
で，両方あわせると14.83 (356/24) である．
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4.  Gregor 04 19  
　この第4巻では，each otherが15例，所有格のeach other’sが2例で，計17例あり，
one anotherが3例，所有格のone another’sが1例で，計4例ある．
4.1  Each other:  構成員2の場合
　構成員が2のものは，15例中13例である．この世界の人間とBatとは強いきず
なを結ぶが，それが3例あり，(1) は，GregorとAres，(2) は，HazardとThalia，(3) 
は，HowardとNikeである：
()  Gregor always felt a sense of security with Ares. They were bonds, a human-bat team 
who had taken an oath to defend each other to the death.  [Gregor & Ares]  ()
()  No one understood what he was doing until he got Hazard and Thalia to stop running 
around for a minute and snapped a great shot of the two of them with their arms and 
wings wrapped around each other.  [Hazard & Thalia]  ()
()  They would make good bonds, Howard and Nike. They both were honorable, brave, 
and good-natured. Already they trusted each other with their secrets.  [Howard & 
Nike]
　GregorとLuxaが5例あり，二人にある感情が芽生えているが，二人ともそれに
うまく対処できないでいる：
()  When they did, Gregor and Luxa exchanged a glare and then ignored each other for 
the rest of the trip to the jungle.  [Gregor & Luxa]  ()
　例 (5) は，他者に誇示したい気持ちもある：
()  At the time, he guessed he had expected Howard to at least entertain the possibility 
that he and Luxa might like each other.  [Gregor & Luxa]  ()
　例 (6) では，Gregorが，つい，Luxaにきつく当たってしまう：
()  “And when we get back to Regalia, I’ll be sent home and we can forget we ever knew 
each other! Okay?”  [Gregor & Luxa]  S  ()
19 Gregor and the Marks of Secret (2006).
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　例 (7) は，Gregorが (6) の自らの言葉を反芻し，反省しているところである：
()  “We can forget we ever knew each other! . . .”  [Gregor & Luxa]  S  ()
　例 (8) は，GregorがLuxaに言ってしまった言葉，“Anything that I’ve been doing 
to help you, that’s just a favor! Not something I owe you.” (262) に対するGregor自身の
反省である：
()  To forget what they owed each other.  [Gregor & Luxa]  ()
　次の (9) は，GregorとLuxaの「生き方」である．これを入れるとGregorと
Luxaで6例となる：
()  For better or worse, their lives had wrapped in and around each other since the 
moment they’d met.  [Gregor & Luxa’s lives]  ()
　生命体そのものではなく，それに付随するものがもう1例ある．次の (10) は，
Gregor 02で照明係として雇われていたFireflyのZapとPhotos Glow-Glowの身体の
一部，頭である：
(0)  Their heads smacked into each other with an unpleasant cracking sound, and they 
both plopped back on the ground, groaning and spitting insults at each other.  [Zap 
& Photos Glow-Glow’s heads]  ()
　ZapとPhotos Glow-Glowは，ほかに2例ある．いさかいはしても離れられない「仲
の良い」ペアである：
()  Their heads smacked into each other with an unpleasant cracking sound, and they 
both plopped back on the ground, groaning and spitting insults at each other.  [Zap 
& Photos Glow-Glow]  ()  
()  Then they just glowered at each other.  [Zap & Photos Glow-Glow]  ()
　次の (13) は，RipredがGregor 02の出来事を思い出している．Gregorは赤ん坊
であった the Baneを倒さず，Ripredが the Baneを育てることになった 0：
()  “The Bane remembers it, too. And that Snare beat him. And that his parents killed 
each other,” said Ripred.  [Snare & Goldshard]  S  ()
20 2.1 (12)参照．
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4.2  Each other:  構成員manyの場合
　Each otherで構成員がmanyのものは2例あり，両方とも2グループである．例 (1) 
の twisterは蔦のように見えるSnakeであり，nibblerはMouseである：
()  “You mean the twisters?” said Hazard. “They avoided each other. The twisters eat 
the nibbler pups, and the nibblers eat the twister eggs,” he said.  [The twisters & the 
nibblers]  S  ()
　次の (2) は，Gregor 03で starshadeをめぐって戦ったGregorたちとAntの大群で，
2つのグループを形成する ：
()  When they had fought the ants in the jungle, the ground had been covered in corpses. 
But that had been a battle, with two armed forces facing each other.  [Two armed 
forces]  ()
4.3  Each other’s
　二例とも構成員は2である．例 (1) は，Howardが，LuxaとRipredの言い争いを
止めようとして：
 (1)   “Stop!” Howard sprang to his feet. “You upset the children. You upset us all. You 
gain nothing by being at each other’s throats.”  [Luxa & Ripred]  S  (253)．
　例 (2) は，そのLuxaとRipredの言い争いが実際にもたらした光景である：
 ()  Hazard and Boots stood by Temp, holding each other’s hands tightly, worried looks 
on their faces.  [Hazard & Boots]  ()
4.4  One another
　One anotherはすべてmanyである．次の (1) は，Gregorをたずねてきた3名の
Ratである．この場合，3名「それぞれ」である：
 ()  The rats happily began to swap stories of Ripred’s abuse, one-upping one another. 
[Twirltongue, Reekwell, Gushgore]  ()
21  3.2 (8)を参照．
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　例 (2) は，宮殿にいる漠然と多数の人々の声である．人間そのものではない．
三三五五に分類できる：
 ()  Frightened voices called to one another in the hall.  [People’s voices]  ()
　次の (3) は，Regaliaの踊りで．歌いながら踊る．この踊りで the queen役となっ
たLuxaは，輪を作って回る子供たちと逆方向へ回る．最初のスタンザの終わりに，
10人ほどの子供が内側のLuxaに加わり，Mouseのまねをする．ここは最後の3番
のスタンザで皆は，ケーキを出し，お茶を入れるしぐさをする．おそらく，内側
と外側とでペアをつくり，この動作をするのではないか．ペアが10ほどできて
いると考えられる．またペアは入れ替わる可能性がある．つまりペアというグルー
プがいくつも出来ていて，そのペア・グループ内の「それぞれ」である：
 ()  For the final verse, as near as Gregor could figure, everyone went around pretending 
to serve cake and pour tea for one another.  [Every child who is dancing and singing] 
()
4.5  One another’s
　やはり，manyで，例 (1) は，川の中で見つかったバスケットの中に入っていた
Mouseの赤ん坊6名ほどである．隣同士の三三五五である：
()  The sudden light seemed to pain their eyes, and they buried their faces in one 
another’s sides.  [Baby mice]  ()
4.6　まとめ
　構成員2の each otherでは，人間とBatが3例，GregorとLuxaが6例，Firefly同
士が3例，Rat同士が1例である．うち，身体の一部など，付随的なものが2例で
ある．
　構成員manyのeach otherでは，2例とも，2グループの対立である．
　所有格のeach other’sでは，2例とも，構成員は2である．
　One anotherは，所有格を含めてすべてmanyで，「それぞれ」が1例，「三三五五」
が2例，構成員2のグループが複数できその中の「それぞれ」が1例である．声
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という付随的なものが1例ある．
　出現率は，本文343ページで，each otherが20.18 (343/17)，one anotherが75.75 (343/4)
で，両方あわせると16.33 (343/21) である．
5.  Gregor 05 22
　この第5巻では，each otherが15例，所有格のeach other’sが1例で，計16例あり，
one anotherは13例，所有格のone another’sが1例で，計14例である．
5.1　Each other
　Each otherについては，ほとんどが構成員2である．例 (1) は，GregorとAresで，
人間とBatである：
()  But they had trained for hours and hours in the arena and had been in enough tight 
spots together to know they could count on each other completely.  [Gregor & Ares] 
()
　人間同士のものが多いが，例 (2) は，VikusとSolovetである：
()  They were married but they didn’t always confide in each other.  [Vikus & Solovet] 
()
　例 (3) は，Hazardが，祖母SolovetとHamnetとの関係について述べている：
()  “Perhaps it was because she and my father hated each other so much,” said Hazard 
with his usual frankness.  [Solovet & Hamnet]  S  () 
　例 (4) は，Gregorと妹のLizzieである．ここの itは the Morse codeである：
()  Lizzie had been fascinated by it, though, and wanted him to learn it as well so that 
they could send each other messages.  [Lizzie & Gregor]  ()
　GregorとLuxaのものが5例ある．二人は自分達の感情に素直になろうとしてい
る．例 (5) は，二人だけで the museumに行こうとするが，Regaliaの宮殿は避難民
でいっぱいで，横に並んで歩けないほどである．しかし，つないだ手は離さない：
22 Gregor and the Cord of Claw (2007).
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()  They had to go single file for most of it̶the place was so packed ̶ but they never 
lost hold of each other.  [Luxa & Gregor]  ()
　例 (6) は，負傷したGregorを気づかうLuxaに冗談めかして：
(6)  “One or the other of us always seems to be recuperating.” [Luxa said.]
“Only way we get to see each other,” said Gregor.  [Luxa & Gregor]  S  (259)
　例 (7) は，the Baneとの戦いの後，Aresを失ったGregorをLuxaが見舞っている：
()  There were probably a million things they should be saying to each other, but they 
just stayed like that for hours, not talking, until his dad woke with a start from a 
nightmare, and Gregor had to reassure him that everything was going to be okay. 
[Luxa & Gregor]  ()
　例 (8) と (9) は，すべてが終わり，GregorがOverlandに家族とともにもどる直
前の場面で，別れを惜しんでいる：
()  “Yeah,” said Gregor. But neither of them could eat. They just sat with their arms 
around each other.  [Luxa & Gregor]  () 
()  “We shall never see each other again,” said Luxa.  [Luxa & Gregor]  S  ()
　例 (10) では，LuxaはRatに対して深い恨みを抱いているが，個々のRatに対し
ては心を開くようになる．Gregor 02で「戦友」となったRatのTwitchtipもその1
名である：
(0)  She had had her own connection with Twitchtip. They had protected each other in 
the maze for as long as they could.  [Luxa & Twitchtip]  ()
　LuxaとRipredのものが3例ある．例 (11)，(12) は両方とも，和平交渉の場で
LuxaとRipredが反目し始め交渉決裂と思われた時に，Gregorが2名の間に割って
はいるところである．この後，Gregorは，自分がこの戦いに参戦する象徴である 
“Sandwich’s sword” を真っ二つに折ってしまう :
()  “We were fighting for the same thing, remember? You two owe each other your 
lives!”  [Luxa & Ripred]  S  ()
()  “And now you stand there and ask me to choose between you? To help you kill each 
other?”  [Luxa & Ripred]  S  ()
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　例 (13) は，その後，Vikusに「剣」を折ったいきさつを説明している：
()  “Luxa and Ripred were recruiting me for a new war, this time against each other. 
[Luxa & Ripred]  S  () 
　以上が，構成員が単純に2であるものである．
　例 (14) は，曖昧で，(7) の “Gregor had to reassure him that everything was going to 
be okay.” を受けてGregorが自分のその発言について思うところある．ここには彼
の父親とLuxaと彼の3人がいる．父親だけとならば2，Luxaが入れば3，その輪
が広がれば三三五五あるいは「それぞれ」となる：
()  “Maybe if we just keep telling each other that, one day it will be true,” he thought. 
[Gregor & his father, et al.]  S  () 
　例 (15) はmanyであるが，2でもある．まず，人間とRatの2グループがあり，
そのグループの構成員が皆関係する．Ripredは “Yes, I do.” と答え，LuxaとRipred
の2名が人間とRatの「代表」として，人間とBatのように，きずなbondを結ぶ：
()  “A bond between all humans and gnawers. A vow to defend each other to the 
death. I offer it. Do you dare take it?” asked Luxa.  [All humans & gnawers]  S 
()
5.2  Each other’s
　例 (1) は，GregorとLuxaの最後の別れの場面である：
()  Then she backed down a few steps and they held each other’s gaze until Gregor’s dad 
slid the rock in place, parting them forever.  [Gregor & Luxa]  ()
5.3　One another 
　One anotherは13例あるが，構成員は，2グループを含めてmanyであるといっ
て良い．例 (1) は，Gregorの家族5名で，「それぞれ」がそれぞれを必要とする：
()  His parents and grandma and sisters had to have one another.  [His parents, 
grandma, Lizzie, Boots]  ()
　例 (2) は，Gregor 04の最後でFirelandに残してきたLuxa, Howard, Ripred, Aurora, 
－－
『英語英文学研究』第78号（第40巻第2号）2016 [pp. 1-29]
Nikeの5名で，やはり，「それぞれ」がそれぞれを必要とする：
()  His friends in the Firelands had one another and an army to lean on.  [His friends in 
the Firelands]  ()
　例 (3) は，戦争の後処理・講和条約の会場に集った一般の者・さまざまな種族で，
交渉に直接当たるGregor, Ripred, Luxaたちを除くが，隣同士の三三五五が認めら
れる：
()  Gregor could hear everyone murmuring to one another that this was true, that the 
prophecies were written in stone.  [Everyone in the arena]  () 
　以下，2グループが5例続くが，対立する2つのグループであるということがはっ
きりしているのは (4) で，Aresはこの闘い方を “a challenge” と呼んでいる：
()  It reminded Gregor of those movies set hundreds of years ago, where two groups 
of soldiers would line up across a field from one another and then one side would 
charge.  [Two groups of soldiers]  () 
　例 (5) は，人間とBatである．Gregorのもう1人の妹Lizzieが the Code of Claw
の暗号解読者として他の解読者に紹介されるところで，皆 shyであるといわれ
てLizzieはほっとする．解読者はおのおのの部屋にいるが，BatのDaedalusがす
ぐに出て来る．Lizzieが人間だからである．一般的な表現であるが，Daedalusと
Lizzieの2名の「代表」とも取れる：
()  Daedalus fluttered out almost at once, but bats and humans were most comfortable 
with one another.  [Bats & humans]  () 
　例 (6) は，HowardがGregorに言う言葉だが，人間対Ratの現状の戦争状態を指
して言っている：
()  “Slaughtering one another. Walling ourselves in with our dead. So pointless. All of 
it.”  [Humans & rats]  S  () 
　例 (7) は，AresがGregorに言う言葉で，人間とBat対Ratを指す．His wordsの
hisは，Sandwich the prophetのことであり，この人物がUnderworldに到達し，そ
こにRegaliaを築き，多くの「予言」を残す．Gregorがこの世界で必要とされる
のは，このSandwichの予言のためと言われている：
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()  “His words are full of doom and only terrorize us into killing one another,” said Ares. 
[Bats and humans & rats]  S  (0)
　例 (8) は，GregorがAresに言う言葉であるが，人間とBat対Ratを指す．ここ
のhimもSandwich the prophetのことで，Gregorは既に「予言」を信じてはいない．
LuxaとRipredも「予言」を信じていないことが分かっているが，「一般民衆」に
はそのことは伏せている．このシリーズでは，戦争の愚かさばかりでなく，「予言」
に振り回される者たちの愚かさも表現している：
()  “Using him as an excuse to kill one another.”  [Bats and humans & rats]  S  ()
　例 (9) は，本来Ratの軍勢対連合軍の間の戦い (2グループ ) であるべきはずの
ところ，乱戦になり，敵味方判別のつかない殺戮となってしまう「それぞれ」で
ある：
()  They were killing, killing, killing one another and then at the end they would have 
diminished one another’s ranks but . . . what would have changed?  [Rats, humans, 
bats, mice, cockroaches, spiders]  () 
　以下の2例は，7グループである．例 (10) は，LuxaとRipredがきずなを結んだ後，
代表者で話し合うことになる．関係する7種族から各4名ずつ，28名が選ばれる
けれど，過去に捕らわれて，やはり収拾がつかない．ここに集まった種族の数の
7グループが考えられるが，過去における「それぞれ」の関係は複雑で，友好関係・
対立関係は変化があったと思われる．ここにはAntやSnakeは参加していない：
(0)  Other voices chimed in and soon the conversation had moved away from the future 
and back to the past evils they had done to one another.  [Humans, rats, bats, mice, 
cockroaches, spiders, moles]  ()
　例 (11) は，Ripredが他の代表者に語るもので，(10) と同様，「それぞれ」の7グルー
プが考えられる．この後，Lizzieの提案で，各種族から1名ずつ，しかも他の種
族のものが代表を選ぶことになる：
()  “We have all inflicted unspeakable evils upon one another!”  [Humans, rats, bats, 
mice, cockroaches, spiders, moles]  S  ()
　例 (12)，(13) は，Gregorが地上世界に戻ってきてOverlandつまり現実の世界に
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ついて考えるところである．現実世界では多くのグループが入れ代わり立ち代わ
り現れては対立している．ここには現実の戦争に対する作者の考えも表明されて
いる：
()  Seeing the news had made him think. He was safe for the moment, here in the 
playground, but people all over the world were suffering, starving, fleeing, killing 
one another as they waged their wars.  [People all over the world]  ()
()  How much energy they put into harming one another.  [People all over the world] 
()
例 (),  (0), (), (), ()では，グループ同士で三三五五となったり，「それぞれ」
となる場合もある．
5.4　One another’s
　例 (1) は，5.3 (9) と同じで，本来Ratの軍勢対連合軍の間の戦い (2グループ ) 
であるべきはずのところ，乱戦になり，敵味方判別のつかない殺戮となってしまっ
ている「それぞれ」である：
()  They were killing, killing, killing one another and then at the end they would have 
diminished one another’s ranks but . . . what would have changed?  [Humans, rats, 
bats, mice, cockroaches, spiders]  ()
5.5　まとめ
　所有格を含む16例の each otherのうち人間とBatが1例，人間同士が10例，人
間とRatが5例である．人間同士のうち6例がGregorとLuxaである．人間とRat
のうち3例がLuxaとRipredである．構成員2のものが14例，最少2から三三五五
「それぞれ」でmanyに増えるものが1例，Manyではあるが「代表」もある2グルー
プが1例である．
　所有格を含めた one anotherは他の巻に比べて 例と出現数が多く，すべて
manyである．うち，「それぞれ」が例，グループが例，三三五五が例あり，
また，例において，多くのグループ同士での三三五五と「それぞれ」の関係が
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認められる．
　出現率は，本文412ページで，each otherが25.75 (412/16)，one anotherが29.43 
(412/14)で，両方あわせると13.73 (412/30) である．
6.  Conclusion
　全5巻で，所有格を含めて，相互代名詞 each otherが計76例，one anotherが計
35例あり，両者の合計は111例である．約2対1の割合で，each otherの方が多く
用いられている．出現率は，総ページ数1,731で，each otherが22.78 (1,731/76)，
one anotherが49.46 (1,731/35)，両者計15.59 (1,731/111) である．each otherの出現
数は比較的安定しているが，one anotherについては，第1巻から第4巻までは1桁
で安定しているが，第5巻で14例と増えている．
　所有格は，全8例あり，すべて限定詞の用法であり，所有代名詞の用法はない．
　構成員数については，each otherの場合，単純に2の場合が57例，残りが2な
いしmanyとなる．本稿では，「代表」という概念が導入された．「代表」とは，
つのグループがあり，片方のグループの特定の構成員ともう一方のグループの
特定の構成員とが関係するものであるが，ただし，グループ対グループでも各
グループの任意の構成員の対でもない．例えば，. () で，HumanとBatのグ
ループが存在するが，HumanのVikesとBatのEuripedesの関係があり，もう一方
でHumanのLuxaとBatのAuroraの関係がある．VikesとAurora，LuxaとEuripedes
の関係はない．また，この例のように，一組だけではなく複数の組み合わせもある．
　One anotherの構成員数はすべてmanyである．「それぞれ」は，三三五五に似て
いるところがあり，実際両方のケースが考えられるものが多いが，. () のよ
うに，各構成員が三三五五のグループを形成せずに他の構成員と関係するもので
ある．また，. () のように，多数のグループが単位となってこの関係を構成
するものもある．この関係は，each otherでも. () で例認められる．
　構成員は，ほとんどが知的生命体であり，4例が身体の一部（目，頭）人間の声，
植物（蔦）である．
　連続は1例出現する．
－－
『英語英文学研究』第78号（第40巻第2号）2016 [pp. 1-29]
Bibliography
The Underland Chronicles:
Collins, Suzanne. 00. Gregor the Overlander. New York: Scholastic, 0.
Collins, Suzanne. 00. Gregor and the Prophecy of Bane. New York: Scholastic.
Collins, Suzanne. 00. The Curse of the Warmbloods. New York: Scholastic.
Collins, Suzanne. 00. Gregor and the Marks of Secret. New York: Scholastic.
Collins, Suzanne. 00. Gregor and the Cord of Claw. New York: Scholastic.
松島　龍太郎．2013a. 「each otherとone anotherの語法： お互いに交換可能か」．『英語英文学研究』
第72号（第37巻第2号）：創価大学英文学会．
松島　龍太郎．2013b. 「each otherとone anotherの語法 (2)： Harry Potterの場合」．『英語英文学研究』
第73号（第38巻第1号）：創価大学英文学会．
松島　龍太郎．2014a. 「each otherとone anotherの語法 (3)： Hobbitの場合」．『英語英文学研究』第
74号（第38巻第2号）：創価大学英文学会．
松島　龍太郎．2014b. 「each otherとone anotherの語法 (4)： The Hunger Gamesの場合」．『英語英文
学研究』第75号（第39巻第1号）：創価大学英文学会．
松島　龍太郎．2015a. 「each otherとone anotherの語法 (5)： I Am Number Fourの場合」．『英語英文
学研究』第76号（第39巻第2号）：創価大学英文学会．
松島　龍太郎．2015b. 「each otherとone anotherの語法 (6)： Howl’s Moving Castleの場合」．『英語英
文学研究』第77号（第40巻第1号）：創価大学英文学会．

－－
『英語英文学研究』第78号（第40巻第2号）2016 [pp. 31-50]
As You Like It からの翻案の様態： 
『汝所好』研究序説（１）
鈴木　邦彦
0.  はじめに
　私はかねてよりShakespeareの明治期における日本への移入とその周辺の事
情に関心を寄せ，中でもThe Merchant of Veniceの翻案である，作者未詳の「胸肉
の奇訟」や宇田川文海の『何桜彼桜銭世中』については，かつて原典に当たっ
てこれらを詳しく論じた．1    Shakespeare劇の翻案が数多くある中で殊にThe 
Merchant of Veniceのそれについて取り上げたのは，上記論文でも論じた如く，『何
桜彼桜銭世中』が翻案であれ翻訳であれ日本で本格的に上演された最初の作品で
あったからである．また，同じ理由からか，同作を扱う研究も（Shakespeare研
究全体からすれば微々たるものながら）比較的多くあったと言うべきだろう．
　『何桜彼桜銭世中』に方を付けた後ほどなくして，私は同じく宇田川が
Shakespeareから翻案した『汝所好』（1888年）に取り掛かり，原作As You Like 
Itとの相違点について詳細なメモを作成したのだが，諸事情からしばらく放った
ままでいた．それから数年を経たというのに、その間，西洋から移入された近代
的な「恋愛」と江戸時代的な「色」との対比という観点から『汝所好』を読み解
こうとする野心的な試みが発表されたものの，2 それ以外『汝所好』について研究
らしきものを寡聞にして聞かない．これは，原作のAs You Like ItがShakespeare
1 拙著「『ヴェニスの商人』移入事始」や「『何桜彼桜銭世中』研究」を参照されたい．
2 近藤弘幸，「『お気に召すまま』の恋愛塾：明治日本はシェイクスピアで西洋を学んだ」．以下，「恋
愛塾」と略す．
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の喜劇作品の中でも特に傑作として高い評価を受けていることを考えれば，少々
残念なことと言っていいかもしれない．
　そこでというわけではないが，本稿ではAs You Like Itとその翻案『汝所好』と
を最初から最後まで細部にわたって比較考量し，今後の研究の初手としたい．尚，
底本としては，大空社が明治期の翻案・翻訳ばかりを集めて復刻した『シェイク
スピア翻訳文学書全集』第11巻所収のものを用いる．3
1.　『汝所好』解題
　宇田川がAs You Like Itの翻案を『四つの緒』との題名で『朝日新聞』紙上に無
署名で連載したのは1888年（明治21年）の5月13日から7月12日のことである．
（堀部 84）これを『汝所好』と改題し，同年12月24日に大阪駸々堂本店から
定価20銭で出版している．（奥付）
　四つの緒とは，広辞苑等を引くまでもなく，琵琶の異称である．四弦あるから
かく呼ぶという．4  単行本化するに当たってこれを改題した所以は，恐らく英語
の原題に近づけようという気があったのだろう．168ページ（最終頁）に「汝好
所」とあり（誤植のせいだろう，ここだけ「所」と「好」が入れ替わっている），
そこに振られたルビを見るに「すきずき」と読ませたいらしい．5
　ついでながら，As You Like It が日本に紹介されたのはこれが初めてではない．
記録に残る最初のものとしては，宇田川に先んじること五年，1883年（明治16年）
の4月5日～ 5月1日，藤田茂吉が「春宵夜話（アズ　ユー　ライク　イト）」と
3 引用するに当たっては，入力上及び出力上の便宜を考えて，変体仮名を1900年（明治33年）の
小学校令施行規則改正以降我々が通常使用している仮名に改めて記すこととする．また，漢字の
旧字体も新字体に改めた．読み仮名は煩を避け割愛するが，人名等固有名詞の難読と思われるも
のの他，誤読しやすそうなものに限って入れることにした．
4 近藤は「恋愛塾」p. 194で『四つの緒』なるタイトルに触れ，三弦の三味線と対比しつつもう少
し詳細に論じている．
5 「汝」に「す」，「好」に「き」のそれぞれ変体仮名を添わせた後，「所」には踊り字（くの字点）
に濁点．
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のタイトルで，彼が主幹をしていた『郵便報知新聞』紙上に連載している．（川戸，
榊原 396）藤田はこの「春宵夜話」とのタイトルの下，As You Like Itのみならず
Shakespeareの戯曲を計四作紹介しているが，その二つ目がAs You Like Itであっ
た．6  藤田はAs You Like Itについては間髪入れず単行本も刊行しており，同年7月，
藤田鳴鶴の号で春夢楼から出した『仏国某州領主麻吉侯情話』というのがそれで
ある．（同上）
2.　登場人物名
　まず登場人物から始めよう．『汝所好』には登場人物一覧のようなものは見当
たらないが，本文から拾って，とりあえずCraig編The Complete Works of William 
Shakespeare 7  のDramatis Personæに掲載されている順にここに挙げていくこと
にする．名前を捻り出すに当たって工夫が垣間見えるものもあり，興味深い．
DUKE：村田左京太夫（後に左
さきょう
京亮
のすけ
とも左京大夫村田篤
あつよし
行とも）．
FREDERICK：村田右
う
馬
まのかみ
頭．
AMIENS：有馬主税（楽譜方）．
JAQUES：虚無道人（老荘学者）．
LE BEAU：浅田門弥（御
おこしょう
扈従）と川上主水（近習）に相当．
CHARLES：鬼
おにがみ
神．
OLIVER, JAQUES, & ORLANDO: Sons of Sir Rowland de Boys：
　毛利太郎，次郎，三郎．父親は言及されるだけで登場はしないが毛利頼母．
ADAM：安宅幸兵衛．
DENNIS：村上典膳．
6 因みに，川戸，榊原のpp. 374-75によれば，他の三作は同年3月14日～ 28日に「春宵夜話（ゼ 
ウイントルス　テール）」，5月3日～ 24日に「春宵夜話（ヴェロナの二紳士）」，6月2日～ 21日に「春
宵夜話（ハムレット）」．
7 As You Like Itの引用もここから．行数等もこれに拠る．
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TOUCHSTONE：安達鈍弥．
SIR OLIVER MARTEXT：折田琢齋（医師）．後にHymen役も．
CORIN：幸右衛門．
SILVIUS：七助．幸右衛門共々，羊飼いではなく樵夫．
WILLIAM：卯之助．
ROSALIND：路
みち
姫．
CELIA：芹姫．
PHEBE：お鹿．但し「おひさ」「お久」も見える．（116）
AUDREY：お朝．
　一瞥してわかるように，Amiensから有馬，Adamから安宅，Sir Oliverから
折田，Corinから幸右衛門，Silviusから七助，Williamから卯之助，Rosalindか
ら路を訓読して路
みち
姫，Celiaから芹姫と，時に /æ/を /a/と取ったり /l/を /r/と取っ
たり /s/を /ʃ/と取ったりのような如何にも日本語的な変化を加えつつ，音をヒン
トにして作り出している．また，Dennisから典膳は有声音を無声音化して思い
付いたものと見える．
　一方、音写ばかりでなく，憂鬱屋のJaquesは老荘学者とした上で，それ
らしい虚無道人なる名前が与えられた．また，Frederickのお抱えレスラー
Charlesは鬼神と如何にも恐ろしげな四股名が付けられている．なお面白いのは
Touchstoneで，語頭の /t/を有声音化しつつ安達を思い付き，後半のstoneも同
様に有声音化しつつ鈍の字を当てているが，これがまた職業道化たる彼のキャラ
クターを表すにはもってこいの字ときている．
　これらに比べると，Sir Rowland de Boysの三兄弟が太郎・次郎・三郎とは，
当時よくありがちとは言いながら，少々捻りが足りない恨みがある．尤も，憂鬱
屋とSir Rowlandの次男が同じ名だったり，長兄と森の中に出てくる田舎司祭が
同じ名前だったりする原作の方の不手際を思えば，それらが解消された上，三兄
弟の三兄弟たる様がはっきりとわかって良案と言うべきなのかもしれない．
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　因みに、RosalindはFrederickの宮廷から旅立つに当たり，“Jove’s own page” (I. 
iii. 113) に因んでGanymedeと名乗るが，路姫の方はもっと直截的で，「　妾
わたくし
　
が意の中の人の姓名に、因みて姓は毛利を森と呼換へ、名は、三郎の弟の心にて、
四朗と名乗りはべらん」（41-42）という．ことによったら，そもそも宇田川は森
からの逆成で毛利を思い付いたのかもしれない．森の姓はどこから思い付いたの
かと言えば，Ardenの森からに決まっていよう．ひょっとしたら森蘭丸あたりも，
思い付く過程で一役買っているのかもしれない．織田信長の側に仕えた，言い伝
えによると美少年だが，ゼウスに仕えた美少年ガニメデス（Ganymede）とは一
脈通じるものがある．
　Celiaの方は “Something that hath a reference to my state” (116) がよいから
とAlienaを名乗る．8  芹姫が「意の中の人も無れば、親を捨て、国を捨つる心にて、
捨と名乗りはべらん」（42）と言うところを見ると，どうも宇田川はAlienaの意
味まで知った上で案出したものかと思う．9
3.　As You Like Itとの相違点
　それでは，改めて，順を追いつつ私なりに原作との相違点を拾っていきたい．
回ごとに小節を立てて，見ていくことにしよう．
3-1.　第一回／一幕一場
　冒頭1ページ余にわたって庭掃除をする三郎と幸兵衛の様子を記した後，三郎
が，豆を煮るに萁を焚くという曹植の有名な古事にある詩を吟じ，いよいよ原作
に相当する台詞を始めるが，その中で早くも父・毛利頼母と村田左京太夫との関
係が語られている．
8 alienの語源を見よ．尚，二人の偽名については近藤「恋愛塾」p. 208も参照．
9 尤も，以前の論考でも書いたように，宇田川自身は必ずしも英語に通じていたわけではなかった
らしい．また近藤「宇田川文海とシェイクスピア」p. 48も参照．
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コレ幸兵衛今更言ふまでも無いことながら吾父毛利頼母殿は其方も知っての
とおり本藩の家老職を勤め忠義無二の人で有ツたが当今の藩主右馬頭殿が一
時の暴威に敵し難く老公左京太夫殿と共に本城を放逐れ此の一寒地に隠遁し
て天定まって人に勝つ回復の時節を待るる内不幸にも二竪のために侵され貴
重な一人の老公と吾々兄弟三人を此世に残して死出の首途　（2）
　Sir RowlandがDuke Seniorと近い存在であったことは，原作ではレスリング
後にRosalindが “My father lov’d Sir Rowland as his soul” (I. ii. 112) と漏らし，
Ardenの森でDuke自身がOrlandoに“I am the duke / That lov’d your father” (II. 
vii. 190-91) と告げる中で僅かに知られるのみだったが，頼母と左京太夫の関係
については，生前家老職だったとか，主君が城を追われた際に自分たちもこの地
（p. 53によれば湖山村）に隠遁したとか，Shakespeareに親しんできた我々と
してはのっけから初耳の事情が多い．
兄上は父上とは性質を異にし只利を貪り、欲に耽る、汚穢し思想のみ胸に蓄へ、
忠義の心は毫も無く父上の遺志は反故にして、有田の山中に世を遁れ玉ふ老
公の許にも音信不通、却て父上の為め、国家の為め、仇敵にも齊しい当藩主
に人に知らせず思を寄せ好き時期もあらば帰参せんものと密に其事を図る様
子　（同）
　亡き父の意に反し，長兄がいまや新しい主君寄りであるという状況も，これを
見ると明らかである．考えてみれば，父親がかつて旧主君から寵愛を受けながら，
その息子がArdenの森（ここでは有田の山）の中で旧主君に出会うまで疎遠だっ
た所以が，簡単ながらここに記されている．改作や翻案をする場合，往々にして，
原作で説明不足と思われる部分に「合理的な」理屈付けをしようとする傾向があ
るが，事の良し悪しの判断はさて置くとして，ここでもそういう傾向の一端が出
ていると言ってよい．
　次に見たいのは，細かいことながら，太郎が幸兵衛を解雇するくだり．Oliver
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が “Get you with him, you old dog.” (I. i. 26) と罵倒するのに対し，太郎は「幸
兵衛其方は忠義な奴ぢゃ、其方には父上の遺物を遣はすぞ、其方には父上の乗馴
し玉ひたる田毎（馬の名）を遣はすぞ」（7）と言う．尤もこれは親切でも何でも
なく，幸兵衛が「ナニ田毎となアノ田毎を御紀念にアノ目の盲いた老耄を……老
僕は先主以来お家に勤めて此様に一本の歯も残らぬまで永らくの御奉公をいたし
たに死にかかった馬を御遺物とは、実に御仁愛無い」（7-8）と応じるところを見
れば，やはり悪意から出たものに間違いない．解雇に当たって原文にない贈物を
するのは，ひょっとして原文のyou old dogをAdam自身に向けた言葉と取らずに，
老犬を一匹くれてやるとでも誤訳したせいかと疑いたくなる．
3-2.　第二回／一幕二場
　一幕二場に登場するRosalindとCeliaは，恋愛の話題はそこそこに，すぐさま
Fortuneについて，美と貞節が揃っては与えられないことや，それがFortuneの
領分かNatureの領分かなどの議論に入っていくが，芹姫と路姫（父親を放逐さ
れ右馬頭の屋敷に身を置かせてもらっている彼女は，立場上，芹姫の侍婢という
ことになっている）は恋愛話にもっと時間を割いている．曰く「真の幸福は容貌
より、智恵が無うては得られはすまい」（18），また「素性無うて玉の輿」つまり「美
麗い姿に生れたゆえ、幸福を得」るようなことは「 僥
こぼれざひはい
倖 と云ふもので、真の
幸福ではござりますまい」（同）という．
　運命の女神やら造化の神やら日本の我々にはあまり馴染みがない故にこうした
幸福論にすり替えたものとも見えるが，近藤の「恋愛塾」では，宇田川の「恋
愛／色」論を考えるに当たって重要な対話が繰り広げられていると見ている．
（209-210）
3-3.　第三回／同幕同場
　As You Like Itの同場後半，レスリングの場面は，『汝所好』の第三回冒頭，甲
乙丙の観客が土俵の周りで飛び入りの少年（三郎）の噂をする角觝（＝相撲）の
場面である．試合の後，Rosalindは胸に掛けていたchainをOrlandoに贈る．一
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方，取組の後に路姫が三郎に贈るのは「頭に挿したる黄金の割笄の一半と黄金の
鎖のふさふさと附きたる箱せこの紙挿の二品」（32）である．割笄を割って「其
方も長く身に附けて失ひ玉ふな、妾も幾千代かけて肌身は離さじ」（同）という
のも随分重いが，それがまた「妾が父と母との紀
かたみ
念」（同）となれば，一層重い．
胸に掛けていたというだけで何の由来もなさそうな（少なくとも何の由来も語ら
れぬ）Rosalindのchainと大きな違いである．
　その後、原作ではLe Beauが登場して一刻も早くここを立ち退くよう忠告する
のだが，翻案の方では近習の川上主水が出て「早く部家へ帰って休息いたせ、お
上より酒肴を賜はるから、難有く頂戴いたすが宜しい」（33）と言う．Frederick
同様，右馬頭もレスリング直後に三郎の出自を聞いて「ナニ、頼母の三男とな、
余は其方を他人の子で有れかしと思ふぞ」（30-31）と不快感を隠そうともしな
かったが，川上によると，「御前も前刻は彼様に仰せありたれど、只今では殊の
外賞賛していたまへり」（33）とのこと．
　右馬頭が翻意したのは如何なる理由によるものか，ここでは全く語られない．
三郎に酒肴を提供して，そこから何か展開するという筋でももちろんない．何か
展開するつもりでいて，その後断念したということだろうか．
3-4.　第四回／一幕三場
　路姫が叔父から突然追放の宣告を受け，芹姫が自分も一緒にと訴えて二人共々
出奔する決意を固めるのは原作と同様だが，芹姫は「貴女の父上の許に至る時、
若
もし
や父上には、余が位を退けたる者の娘なりとて、妾を嫌ひ玉ふ事もやと過慮の
せられて、夫
それ
が悲哀の種にはべり」（40）と余計な心配をしている．
　無論即座に路姫によって否定されるのではあるが，こうした添加をなぜしたの
かは詳らかでない．翻案者は，原作を読んだ時に感じた自分自身の懸念や疑問な
どを放っておけずに，ついついこうしたところに挟み込まずにはいられないもの
なのかもしれないが．
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3-5.　第五回／二幕三場
　宇田川はここで原作の場面の順序を入れ替えている．原作ではRosalindと
Celia が “Now go we in content / To liberty and not to banishment.” (I. iii. 
126-27) と出立するや，次の場面は老公爵らが過ごすArdenの森となるが，『汝
所好』では二場面跳ばし，三郎が老僕から忠告を受け，彼を伴って太郎の屋敷を
出ていくくだりを描く．路姫・芹姫も旅立つ，三郎も旅立つ．これらを早々に並
べて示しておきたかったのかもしれない．
　屋敷を出て生計を立てていく見通しは皆無に等しい。Orlandoは追剥などは
やりたくない，むしろ “I rather will subject me to the malice / Of a diverted 
blood and bloody brother.” (II. iii. 35-40) と気丈なことを言う．一方，三郎の
考えは少し違っている．「寧ろ残忍無道なる兄に敵対なし、彼が此方の生命を取
るを待ず、却て此方が彼の生命を奪ふこそ優しならめ」（46）と物騒この上ない．
しかも，思案するだけでは済まず，「佩刀の鯉口をくつろげ、目貫を湿めし、思
ひ切たる様子にて門内を目懸け奮然として進み行く」（同）ところを，幸兵衛の
必死の説得でようやく思い留まっている．この直情・短絡ぶりはヒロインの相手
役にはあまり似つかわしいとは思えないが，わざわざこう筆を加えた理由はこれ
また我々の理解を少々超えている．
　自分が若い頃から奉公してきて蓄えた500クラウンを使ってくれと健気にも
訴えるAdamに対し，Orlandoはその心根を賞賛した後，“And ere we have thy 
youthful wages spent, / We’ll light upon some settled low content.” (71) と言葉
を結ぶ．
　一方，『汝所好』では，同じく蓄えてきた百両を手渡した後のやりとりが今少
し長い．「志を得たら、必ず十層倍にして返すぞ」（48）と言う三郎に，幸兵衛は「水
臭い仰しゃりやう、幸兵衛は、金貸では御座りませぬ」と反発する．「昔大石内
蔵助が、赤穂を立退く時，其僕八助に遺念じゃとて金を遣りましたら八助は之を
投返して、是が何の遺念だ、身は賎しいが、心は左迄に零落てはおらんと言ふて、
内蔵助を罵った」（同）との逸話を引き合いに，将来の返金を断固断る．幸兵衛
の願いは「有田の山に御隠遁遊ばす、老公様と御一緒に、再度御世にお出遊ばさ
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るを、タッタ一目見たい許り」（49）というのである．
　原作の方では，どこへ行くとも何をするとも，主従共に全く見通しが立ってい
ない．一方，翻案の方では，最初から老公の隠棲地・有田の山へと目的地が決まっ
ている．幸兵衛がそこへ向かいましょうと献策するのも，先代が仕えた主君・老
公の復権と，その許での三郎の立身出世を願えばこそなのである．このあたり，
如何にも忠義を重んずる武家社会の物語らしい．宇田川の筆が走っている箇所の
一つと言ってよさそうである．
3-6.　第六回／二幕二場＋三幕一場
　次の場面は，原作で言うと一つ戻って右馬頭の居室から始まる．路姫・芹姫が
出奔したことが発覚し，怒り狂った右馬頭が，近習の川上主水，奥老の香西兵衛，
局の山の井を問い詰める箇所である．更にこちらでは，As You Like Itの三幕一場
に相当する場面をそのまま繋いでいる．即ち，毛利三郎が姫らの出奔に関わって
いるはずと見た右馬頭が，一年以内に三郎らを見つけてこいと太郎に厳命するく
だりである．
　二幕二場と三幕一場は確かに筋の上では連続している．が，原作の方では，
RosalindとCeliaの出奔が発覚した後，FrederickがOliverに弟の捜索を命ずる
までに，いくつもの場面が挿入されている．つまり，OrlandoとAdamの屋敷か
らの逃亡（二幕三場），RosalindらのArdenの森への到着（同四場），Ardenの
森でAmiensらが歌う歌（同五場），OrlandoらのArdenの森への到着（同六場），
森の中でのOrlandoと老公爵らとの邂逅（同七場）が描かれているのである．
　As You Like It の二幕七場では，空腹ゆえに抜剣して宴席に闖入したOrlandoを，
老公爵は “sit you down in gentleness / And take upon command what help we 
have / That to your wanting may be minister’d.” (130-32) と暖かく迎え入れる．
そして，その場面の直後（三幕一場）で，ほとんど言い掛かり的にOliverの土
地や財産をことごとく没収しようとするFrederickの無慈悲さを描くことにより，
新旧両公爵の人間性の違いが際立つような仕掛けになっているのである．が，宇
田川は，そのあたりの対比の効果よりも筋の運びの明瞭さを優先したものと見え
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る．
　Frederick は，“wherever they are gone, / That youth is surely in their 
company.” (II. ii. 17-18) という侍女の推測に基づく報告を受けた後，Orlandoを
連行せよとの命令は出すものの，事件の背景を自分で推理するということはしな
い．一方の右馬頭は，的外れながら，かなり穿った推論を組み立てる．
或は角力に仮託せて、吾側近く身を寄せ、力量と技倆にて余が心を攪り、余
が近習の数に加はりて隙を狙って、余を害さんと計る、余が兄に加担の刺客
ならんと、余も其時より疑ひを起したれば、万一お路と志を合せ、内外より
気脈を通じ、大事を企図つる事もやと、遠く慮って故と三郎を召抱へず、又
即日を以てお路に退去を命ぜしが、偖は彼等、事の成らぬを察し、他に手段
を求め、余が最愛の娘を拘引きいだし、夫を人質に吾に迫り、余が領主の職
を奪ひ、再度余が兄を位に即ん結構と思はれたり（52-53）
　一読，これはこれで頗る筋が通っていて合理的とも呼ぶべき推理である．実際
は違うのだが，こう考えてみると，今まで傍に置いていた姪に突然退去命令を出
した理由をはじめ，原作が与えてくれない事情が知れ，恐ろしいほど腑に落ちる．
原作を読んで，宇田川がこうもあらんと裏まで考えた結果であろうことを思うと，
深読みとは言いながら，辻褄合わせの為にかなり頭を捻っていることがわかる箇
所ではある．
　尚，右馬頭はこの推論を，太郎を呼び出して再度開陳する．また，太郎は太郎
で，身の潔白を証する為に，相撲の取り組みに託けて弟を殺そうと考えたという，
第一回の折にも漏らしていたことをやはり再度長々と述べている．
　どんどん筋を運び，凝縮した二時間程度の間に全てを完結させる演劇の戯曲と、
以前読んだものを覚えていないかもしれない読者を慮っての新聞連載とでは，自
ずと書き方も変わらざるを得ないだろうから，太郎が第一回で述べたことを第六
回に至って再説するのは仕方がないとしても，同じ回の中で右馬頭に二度推論を
語らせるのは，如何にも拙い感じがする．
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　ところで，“O that your highness knew my heart in this! / I never lov’d my 
brother in my life.” (III. i. 15-16) と訴えるOliverに対し，Frederickはすかさず
“More villain thou.” (17) と怒鳴りつける．自分の兄弟を愛していないとは，兄
の位を奪って追放したFrederick自身のことでもあるから，無自覚にもこう怒鳴
るFrederickが哀しくも可笑しいのだが，右馬頭にはこうしたアイロニーに満ち
た台詞は用意されていない．
3-7.　第七回／二幕一場
　この回は，原作で言うと前に戻って二幕一場，Ardenの森での老公爵の暮らし
ぶりが初めて我々の目に明らかになる場面である．
　自然界の厳しさとその効能をつらつら述べるのは同じだが，左京太夫の方はか
なり長広舌を振るう．中でも，釈尊，達磨，孔子などの例えを出した後，虚無道
人から聞いたことして「希臘の大聖瑣
ソク
格
ラ
刺
テ ス
底は道を説ける為めに毒殺され、猶
太の大聖耶蘇は人を救ふ為めに磔死にかかりたりと」（60）と話を広げる．井上
勤がCharles LambのTales from Shakespeareから再話した『人肉質入裁判』にお
いてもそうであったように，維新以降俄かに流入した海外の知識をこうしてちり
ばめるのは，明治時代の一つの流行であったのかもしれない．（鈴木「『ヴェニス
の商人』移入事始」688）．
　鹿をその生まれ育った土地で射殺すことを指してJaquesが “we / Are mere 
usurpers” (II. i. 85-86) と非難していたと貴族から報告があるのは『汝所好』で
も同様だが，こちらではまたかなりこの話題に紙面を割いている．即ち，左京太
夫は，仁徳天皇が鳴き声を愛でていた鹿を猪名県佐伯部の者がそうとは知らずに
殺してしまったことを嘆いたという逸話に広げている．（63）10
　が，一層違いが際立つのは，「蓑笠一様に着下して、草鞋に珠玉を踏砕きつつ、
此方へ来かかる三個の人」（64-65）の登場であろう．彼らは，「農を暴し、商を虐げ、
あくまで無道の政事を行ひ、天にも、人にも、反戻」る右馬頭の暴政を憤り，左
10 ついでながら，本文では佐伯部は人名であるかの如く読めるが，もちろん古代日本における品
部の一つである．
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京太夫に「片時も早く御帰城」をと進言しにきた武士たちである．（66）しかも，
彼らはきょうばかりでなく「過日より屡々伺候」（65）したという．が，左京太
夫は無言のまま，彼らに直接会うことすらしない．やがて，三人は断念したよう
に帰っていってしまう．
3-8.　第八回／二幕四場
　続いて第八回では，RosalindらがようやくArdenの森に到着する二幕四場に
相当する場面を扱う．長旅で皆一様に疲れている中，Celiaに当たる芹姫が特に
疲労困憊しているのは原作と同じであるが、安達鈍弥が冗談半分に路姫への助力
は断りながら芹姫への助力を申し出る．これを見て，路姫がこれまた戯れに鈍弥
にその態度の差は何事かと詰め寄るのだが，鈍弥が答えるには，要するに，路姫
は「老公をお尋ね申す外に、三郎様をもお尋ね」であるけれども，芹姫は「只老
公をお尋ねのみ」だからだと言う．（69）
　道理から言えば，彼らは三郎がここ有田の山にいずれ来るとも目指していると
も知らないはずである．穿った見方をすれば，右馬頭が推測したように，今回の
逃避行計画，路姫と三郎とが共に企てたものだったのか等と考えてしまいそうに
なるが，それはやはりお門違いの邪推というものだろう．原作と違い，第五回で
「有田の山」行きを相当強調した故に，宇田川はうっかり路姫らも知っている事
実であるかのように勘違いしてしまったのではないか．
　また，鈍弥は「旅行の事に就いて、如此な事が書いてありました」（70）と言い，
少し長いがと前置きしつつ一頁半にわたって旅の興趣について語りまくる．そし
て，本にそう書いてあったので「行旅はサゾ面白いものだらうと思って貴女等の
お伴をして来たが、大違ひな辛いもの」（71）と嘆くのである．As You Like Itで
はこれらに相当する台詞はない．宮廷道化たるTouchstoneはなぜその身分や職
業を捨ててまでRosalindたちの危険な逃避行に付き合う気になったのか，不審
を拭えなかった宇田川が自分なりにその理由を勘案した結果なのかもしれない．
また，鈍弥の話を鵜呑みにすれば，実際に何か出典があるものとも思えるが，今
のところそれが何とも探り当てられずにいる．　
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　無論，鈍弥がいつでも長広舌を振るうのかと言えば，決してそうではな
い．胸焦がすSilviusの告白を立ち聞きした後，Rosalindがこれに同情するや，
Touchstoneは “a peascod”を愛しいJane Smileに見立てて口説いたなどと，嘘
とも真とも知れぬ思い出話を開陳する（35-41）が，鈍弥は「色
いろけ
情より食
くひけ
欲」（74）
と，さっそく食べ物を求めて幸右衛門に声を掛けるのだ．
　食べ物を請われたCorinは，自分が雇われの身であることを述べた後，吝嗇家
の主人の小屋・羊・牧場が売りに出されていることに触れる．それらを誰が買
うことになっているのか尋ね，金は出すから買ってくれないかと言い出すのは
Rosalindである（69-74）．
　一方，幸右衛門はハナから「之を買ひ為すっては如何でござります」（75）と
提案する．しかも，「私と御一緒に宅へおいでなさって、緩々御休息なされませ、
何もござりませんが、御膳を差上げませう、若
もし
主人が帰りましたら、此家を買に
来たと仰しゃりませ、左すれば叱
こごと
咤も申しますまいから」（同）と，もてなしを
吝嗇家の主人に咎められた場合の言い訳まで先回りして考え付くとは，なかなか
抜かりがない．
　Ardenの森の牧場は元々 Silviusが買うことになっていたとは言うものの，ど
んな理由で今の持ち主が手放そうとしているのかは明らかにされないままである．
翻案作業中にこういうところに何かしらの理由を入れたくなるのが人情なのかも
しれないが，宇田川は，有田の山の家屋敷・田畑について，路姫にわざわざ「何
で売るのか」との問いを立てさせ，簡単ながら幸右衛門に「何か急に金子の入用
な事が出来たと見えます」（同）と答えさせている．
3-9.　第九回／二幕五場+六場+七場
　その後に続くのは，まず原作で言うところの二幕五場，Amiensが “Under the 
greenwood tree”の歌を披露する場面である．それを聴くJaquesは “I can suck 
melancholy out of a song as a weasel sucks eggs.” (7) と嘯くが，虚無道人の方
は頗る上機嫌で，むしろ楽譜方有馬主税の歌を大いに称え，「足下の美音の為め
に余の持病の鬱
きやまい
憂症を忘れたり」（76）とさえ言う．
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　こんな調子だから，無論， JaquesがAmiensの歌をもじって歌うducdameの
呪文など，有田の山で木霊することはない．
　　　If it do come to pass
　　　That any man turn ass,
　　　Leaving his wealth and ease,
　　　A stubborn will to please,
　Ducdame, ducdame, ducdame:
　　　Here shall he see
　　　Gross fools as he,
　An if he will come to me.　　(II. v. 21-29)
　森の生活は自然界の厳しさに晒されはするけれど偽り・忘恩・阿諛追従に満
ちた宮廷生活に比べればずっと優れているというのが老公爵の哲学だとしたら，
その真実に対して今一つの真実――便利で安楽な都会生活を離れて頑なに我を
通そうとするのは愚かしい――を並べてみせて冷や水を浴びせるのが，憂鬱屋
Jaquesの役割だったはず 11だが，こちらの作品では，虚無道人にはそういう役
割は担わされていないようだ．
　Ardenの森では皆が食卓を囲み，老公爵はその場にいないJaquesを即刻呼び
にやろうとするが，一方，有田の山では庵室での宴の場にまず虚無道人は招かれ
ていない．その理由は左京太夫自身が次のように説明している．
彼は老荘無為の学を講ずる身に在りながら、昨日余に対ひて、功名の念を棄て、
富貴の望を断ち、只空寂を甘んずる者は愚人なり、耳洗ふ心の水は清くとも、
流は汲じ世を思ふ身は、人の上たる者は、此歌の心無る可らずと、暗に余が
隠逸を是とするを攻撃し、漫に帰城復位の事を勧めたれば彼が其名の虚無の
本意に、背く旨を批難して、当分目通りを遠けたるが、夫故今夕は彼を招か
11 拙論「『お気に召すまま』における挿入歌の劇的機能」のp. 4など参照されたい．
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ず　（80）
　このうち，耳洗ふ云々について一言しておけば，今回見つけた『菜根譚講話：
処世応用』なる書物によると，許由という賢者に，かの堯が帝位を譲ろうとした
ところ，許由はそんな俗界の話を聞かされて耳が汚れたと言い，穎川の水で耳を
洗った．時代は下り，この中国の故事を絵にしたものをある人が水戸光圀公に見
せて画賛を請うと，光圀は「耳を洗ふ心の水は清けれど、流れは汲まじ世を救ふ
身は」と書き付けたという．（加藤 52）「救ふ」が「思ふ」になっていたりと細
部は多少違っていても，これが出所であることは間違いない．自分一人清くあっ
たところで何になるか，世の中を救おうと思えば，私はこの許由の生き方には与
しないとの謂であろう．
　何事に対しても斜に構え，冷笑的な皮肉を言い，他のキャラクターたちが不問
に付している真理の（しばしば陰鬱な）一面を言い当てるJaquesと異なり，虚
無道人は世の中に対して随分肯定的・積極的な姿勢を示している．これでは老荘
学者というよりも，むしろ儒学者である．
　結局，有馬が「其身無為無欲の道を奉じながら猶吾君に対して其事を勧め奉る
は決して私利私欲を営む為には候はず、真実に世を思ひ民を憂ふるの誠道より出
しものなれば、是ぞ正しく吾君の忠臣とこそ申す可れ」（80-81）と取り成して左
京太夫の許しを得，呼びに行こうとするところで虚無道人の登場となる．
　As You Like Itの二幕七場で登場する Jaquesは，森で fool（間違いなく
Touchstone）に出会ったと言い，“Invest me in my motley; give me leave / To 
speak my mind, and I will through and through / Cleanse the foul body of th’ 
infected world” (62-64) と希望を述べていた．
　一方の虚無道人が会ったのは樵夫と若き猟夫の娘というから，たぶん七助とお
鹿でもあろうか．「愚民に知識を投
さず
けてやりたき心の起りて（中略）務めて彼等
の社
なかま
会に立ち交り、言と行の二つに依て、彼等を導きてやる所存」（82-83）と志
を述べるから，これまたJaquesの冷笑癖とも自身の信奉する老荘思想とも異な
り，随分他人の為に熱心な様子が窺える．
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　そこへ闖入するのが三郎である．もっとも，抜刀してというのでもなく，外か
ら「柴の戸に手を掛けて内に向ひ（中略）一夜の宿と一椀の飯とを恵み給へ」（83）
と呼び掛けるだけだから，Orlandoに比べると甚だ行儀がいい．
　にも拘わらず最初やや冷たい対応を受けるのは、一座の者たちが三郎を「万一
右馬頭殿の為に遣はされたる刺客か、但は間諜か」（84）と疑ったからである．
当然の疑念と言えば当然だが，原作の方にはない．前にも書いたが，こうしてちょ
くちょく理屈を差し挟んでくるのが翻案の常套ではある．
　ところが，理屈に合わない部分も時にはあって，三郎は「貴君には定めて、此
山中に隠遁りて、時を得させ給はぬを歎ちて、物憂に日を送り給ふ、世に難有き
貴人にておはすならん」（85）などと頓珍漢な長台詞を吐く．が，第五回のとこ
ろでも見たように，行く当てもなく家を離れたOrlandoと異なり，三郎の場合，「有
田の山に御隠遁遊ばす、老公様と御一緒に、再度御世にお出遊ばさるを、タッタ
一目見たい許り」（49）と懇願する幸兵衛の願いを容れてここを目指してきたこ
とを考えれば，顔は知らないまでも，この貴人こそ先の城主・左京太夫殿ではあ
るまいかと早々に気付いてもよさそうなものである．As You Like Itの当該箇所を
なぞるのに懸命になって，自分が挿入した要素をうっかり失念したものと見える．
　結局，三郎の顔をよくよく見て「其方は余に忠実を尽しくれたる毛利頼母の子
息にはあらずや」（89）と言い出すのは左京太夫の方からで，三郎は後になって
「若
もし
や老公にはおはさずやと、恐ながら最前より心に推し奉りしに」（同）とは
言うものの，如何にも察しが悪い．
　左京太夫とその忠臣頼母の倅，二人の邂逅に，この回は「有馬も虚無も丸山 12
も安宅も其他の人々も主従の奇遇に感じ共に涙に咽びつつ暫時は物をも言はざり
けり」（90）の文で結ばれているが，上でも見る機会があったとおり，虚無道人
が他の者らと並んで感じ入っている図は，原作のJaquesを知る身には何とも違
和感がある．詰まるところ，Jaquesと虚無道人とは，人物関係中の位置として
は同じながら，そのキャラクターや劇中での役割・機能は，全く別人と言ってい
いほど異なっている．
12 側用人，丸山図
ずしょ
書．
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4.　まとめに代えて
　紙幅の関係もあり，原作As You Like Itとその翻案『汝所好』の細かい比較は，
途中ながらここで一旦終え，残りは次の機会に譲らなければならない．第一回か
ら第九回までざっと眺めてきただけではあるが，その間にも，元の作品を翻案す
るに当たってありがちな，つまり翻案物に特徴的と思われる改変をいくつか認め
ることができた．
　一つには，よくよく考えてみれば不可解ながら原作では理由が与えられていな
いような箇所について理屈付けをする等，合理化を試みていること．例えば，第
一回で当代の毛利家が左京太夫と疎遠である所以を説明しようとしている点や，
第六回で右馬頭が路姫に突然退去命令を出した根拠を明かしている点など．事の
是非について今は論じるようなことはしないが，こうした理屈付けは，例えば有
名なところでは，国土分割の際にLearが些細なことでCordeliaに辛く当たる背
景を，Nahum Tateが案出したりしたように，改作者が最も力を入れたくなる点
の一つのように思う．
　また，合理化とは言わないまでも，恐らく改作者が原作を読む中で引っ掛かっ
た箇所に，自分なりに納得がいくよう加筆したと思しき部分．例えば，第四回
で，自分は右馬頭の娘だから左京太夫に疎まれないだろうかと芹姫が心配を漏ら
し，路姫がこれを否定するくだりや，第八回で鈍弥が本に書いてあったと称して
旅行について長広舌を振るうくだり，同じく第八回で，幸右衛門が働く家屋敷・
田畑が売りに出される理由に触れるくだり，また第九回で，三郎を刺客か間諜か
と訝って冷たい態度に出たと明かすくだり等である．
　あるいは，日本の封建時代に舞台を移す上で、言わば確信犯的に加筆に熱が入っ
ているように思える箇所もあった．第五回で，幸兵衛が三郎の老公への奉公を切
に望む様もそうだし，更に第七回，武士たちが左京太夫に一時も早い帰城を進言
しにくるなどは，まるまる新しい人物及びエピソードの追加である．
　また，明治期の翻案にしばしば見られる如く，当時の海外の目新しい情報や知
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識を挿入した第七回の中の例などもあった．
　一方で，何の意図があって改変したのか，改変することでどんな効果があるの
か判然としないものもあって，第一回での老い耄れ馬のくだり，第三回でただの
chainが形見の割笄と紙挿に「グレードアップ」されている点，同じく第三回で，
三郎が相撲の後に右馬頭から酒肴の席に召されるくだり，第五回で三郎がむしろ
太郎を亡き者にしようかと勇むくだり等々である．これらについては，いずれま
た機会があれば，全体的な見地に立って再考してみる必要があるかもしれないが，
今はとりあえず並べるだけに留めておく．
　また，あちこち合理的に整理しようとする一方で，思わぬ不合理が生じること
もあった．第八回で，三郎が有田の山を目指していることなど知らぬはずの路姫
らがこれを知っていることになっている点や，第九回で，その人を目指して来た
以上，三郎がハナからわかっていいはずの老公爵に一向に気付かぬ点など．改変
を加えたことによって新たに生じた矛盾や不都合がそのまま残ってしまった箇所
があることは上で見たとおりである．
　更に，不合理とは言わないものの，改変によって原作にあった優れた点が失わ
れてしまったような場面も当然あった．詳細に検討していけば，程度の差こそあ
れ，更に多くあるものかもしれないが，とりあえず上では、第五回で原作の場面
の順序を入れ替えた為に第六回での新旧両公爵対比の妙がなくなってしまった点
を挙げた．
　こうしてあれこれ整理してきたものの，本論で扱った範囲のうち一番大きな改
変は，やはり虚無道人のキャラクターの変更だろう．そもそも老荘学者という設
定からして，世間を相手に批判して止まない憂鬱な皮肉屋Jaquesとは随分立場
を異にしているが，上で検討した如く，虚無道人は世の為人の為を慮り老公爵に
帰城を勧めるなど，老荘学者的と言うより時に儒学者的，あるいは超俗的と言う
より時に社会的な側面を垣間見せる．こうして眺めてみると，Jaquesと同じポ
ジションながら，その役割・機能はかなり異なっているのが印象深い．
　この後As You Like Itでは作品のメインとも言うべき男装のRosalindとOrlando
との恋愛ゲームの場面に入っていく．宇田川がそれをどう読み，どう筆を加えて
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いるのかについては，しかし，稿を改めさせていただこう．
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Oxford Advanced Learner’s Dictionary of 
Current English第9版の ‘Express yourself’ 
notesの分析と英語教育への活用
藤本　和子
1　Oxford Advanced Learner’s Dictionary of Current English第版（以下OALD）が
オックスフォード大学出版局から0年に出版された。同辞典の編者であった
英国人のA S Hornbyは、0年代から年まで日本に滞在し、大分高等商業
学校などで教鞭を執った。彼は自らの英語教育からコミュニケーションに役立
つ英語教授の必要性を感じ、そのことが、後に学習者のための辞典であるOALD
出版につながり、世界中の英語教育に影響を与えていくこととなるのである。
OALD初版は、年にLearner’s Dictionary of Current Englishとして出版された。
第版は年、第版は年、第版は年、第版は年、その後、
第版まで年ごとに改訂されている。OALDのManaging Editorの一人である
Margaret Deuterは、その前書きにおいて、‘Hornby’s principles continue to guide our 
work’ (p. vi).のように、OALDは改訂を重ねても、なおHornbyの辞典編纂方針を
受け継いでいると述べている。
　OALDの編纂は、モニターコーパスである the Oxford English Corpusの分析に
基づいている。オックスフォード大学出版局のウェブサイトによると、0年
0月現在、このコーパスは、およそ億語の世紀の英語から成り、様々な
タイプの英語、例えば、文学作品、学術論文、新聞、雑誌、国会議事録、ブロ
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グ、メディアなどの英語データが収められており、さらに、英語が世界語である
ことから、イギリス英語、アメリカ英語のみならず、アイルランド、オーストラ
リア、ニュージーランド、カナダ、インド、南アフリカなどで使用される英語も
収集されている。  OALDは、,000を超える語（句）、語義を掲載し（OALD
では、,00であった）、新たに00の新語（句）や語義が加えられた。例えば、
省略語のAFAIK (‘(especially in TEXT MESSAGES, emails, etc.) as far as I know’)、テク
ノロジーやインターネットの分野では、flipped classroom (‘a method of teaching in 
which students study new material at home, for example with videos or over the Internet, 
and then discuss and practise it with teachers in class, instead of the usual method where 
teachers present new material in school and students practise at home’)などがある。従
来の語に新たな意味が加えられた例として、achievementは、OALDで、第義
として ‘a reward that you can earn in some video games by completing a challenge or 
level’という意味が加えられた。
　OALDが対象とする学習者レベルは、Oxford 2016 ELT Catalogue  (pp. 0-) に
よると、CEFR基準のBからCレベルである。TOEIC○®スコアでは00点以上、
英検準級以上のレベルである。
　OALDの裏表紙には、‘the ultimate speaking and writing tool  for developing the 
skills you need for passing exams and communicating in English’とあるように、巻末
には、Oxford Speaking TutorとOxford Writing Tutorを掲載し、学習者のスピー
キング力、ライティング力の向上もねらいとしている。さらに、英語運用には語
彙力や言語使用場面に応じた英語表現も重要であるため、新たなボックスノー
トとして、Wordfinder notesとExpress yourself notesが設けられた。前者は、関
連語に関する情報を与えるもので、例えば、accidentの項目には、この語に関連
するambulance、casualtyなどの語のリストが見られる。後者のExpress yourself 
notesは、‘help you find the right words in everyday situations’ (p. ix)とあるように、
日常生活の中での場面に応じた適切な表現を提示している。
 Oxford Dictionaries. 0. Oxford University Press. Available at http://www.oxforddictionaries.com/ 
(accessed  October 0).
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　本稿では、OALDで、英語でのコミュニケーションに役立つよう新たに設け
られたExpress yourself notesに焦点をあて、その内容を分析し、日常生活の様々
な場面で、どのような言語表現が使用されているのかについて把握するとともに、
『高等学校学習指導要領』の記述に照らしながら、高等学校、及び大学におけ
る英語教育において、Express yourself notesをどのように活用できるか、さらに、
高等学校、大学の英語教育において、コミュニケーション能力養成のために、ど
のような点に留意して英語指導をするとよいかについて検討することを目的とす
る。
2　『高等学校学習指導要領』（第節　外国語　第款）には、外国語の目標が、
以下のように記されている。
　外国語を通じて，言語や文化に対する理解を深め，積極的にコミュニケー
ションを図ろうとする態度の育成を図り，情報や考えなどを的確に理解した
り適切に伝えたりするコミュニケーション能力を養う。（下線筆者）
　外国語の目標の中にも見られる「コミュニケーション能力」とはいったいどの
ようなものであろうか。村野井　他 (0: )は、主にBachman (0)、Bachman 
and Palmer ()、Byram ()に基づき、外国語コミュニケーション能力が以
下のつから成り立つとの見解を述べている。
　() 言語能力　(language competence)
　() 方略能力　(strategic competence)
　() 認知能力　(cognitive abilities)
　() 世界のさまざまな事柄についての知識・考え　(real-world knowledge / 
thoughts)
　() 態度・姿勢　(attitudes)
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　ここではそれぞれの能力について詳細に述べることはしないが、村野井　他 
(0: -)には、()の「言語能力」に関係する「機能能力」、「言語機能」に
ついて、「言語機能は、言語の『働き』ということばで、『場面』とともに、学
習指導要領に盛り込まれており、機能能力を育てることが求められている。」と
ある。『高等学校学習指導要領英訳版（仮訳）』には、「言語の使用場面の例」
は、‘Examples of Language-use Situations’、「言語の働きの例」は、‘Examples of 
Functions of Language’とされている。「言語の使用場面の例」と「言語の働きの例」
は、『中学校学習指導要領』と『高等学校学習指導要領』の両方に具体的な例が
挙げられている（以下、『中学校学習指導要領』、『高等学校学習指導要領』、『中
学校学習指導要領解説』、『高等学校学習指導要領解説』の記述については、「外
国語」の中のものである）。『高等学校学習指導要領』（第款　英語に関する各
科目に共通する内容等１）の記述を見てみよう。
［言語の使用場面の例］
a  特有の表現がよく使われる場面：
・　買物　　　　　　　　　・ 旅行　　　　　　　　　　・ 食事
・　電話での応答　　　　　・ 手紙や電子メールのやりとり　など
b  生徒の身近な暮らしや社会での暮らしにかかわる場面：
・　家庭での生活　　　　　・ 学校での学習や活動　　　・ 地域での活動
・　職場での活動　など
c  多様な手段を通じて情報などを得る場面：
・　本，新聞，雑誌などを読むこと　　・テレビや映画などを観
み
ること 
・　情報通信ネットワークを活用し情報を得ること　など 
［言語の働きの例］　 
a  コミュニケーションを円滑にする：
・　相づちを打つ　　　　　・ 聞き直す　　　　　・ 繰り返す
・　言い換える　　　　　　・ 話題を発展させる　・ 話題を変える　など
b  気持ちを伝える：
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・　褒める　　　　　　　　・ 謝る　　　　　　　・ 感謝する
・　望む　　　　　　　　　・ 驚く　　　　　　　・ 心配する　など
c  情報を伝える：
・　説明する　　　　　　　・ 報告する　　　　　・ 描写する
・　理由を述べる　　　　　・ 要約する　　　　　・ 訂正する　など
d  考えや意図を伝える：
・　申し出る　　　　　　　・ 賛成する　　　　　・ 反対する
・　主張する　　　　　　　・ 推論する　　　　　・ 仮定する　など
e  相手の行動を促す：
・　依頼する　　　　　　　・ 誘う　　　　　　　・ 許可する
・　助言する　　　　　　　・ 命令する　　　　　・ 注意を引く　など
「言語の働きの例」については、『中学校学習指導要領』と『高等校学習指導要
領』において、「a コミュニケーションを円滑にする」から、「e 相手の行動を促す」
までのつの項目名は全く同じであるが、aからeの中の具体的な例は、両学習指
導要領において同一ではない。なお、下線を付したものは『中学校学習指導要領』
にも取り上げられているものである。
『中学校学習指導用要領解説』には、それぞれの言語の働きについての表現例が
挙げられているが、『高等学校学習指導要領解説』には、表現例は挙げられてい
ない。従って、OALDのExpress yourself notesの言語表現を分析することにより、
英語を用いた日常の様々な場面の中でどのような表現が使用されているのかにつ
いて知ることは、高等学校における「言語の使用場面」や「言語の働き」におけ
る表現提示のつの示唆になるのではないかと考える。さらに、『高等学校学習
指導要領』（第款　英語に関する各科目に共通する内容等）には、「言語活動
 『高等学校学習指導要領』の「b 気持ちを伝える」の「感謝する」は、『中学校学習指導要領』の「礼
を言う」に、「e 相手の行動を促す」の「誘う」は、『中学校学習指導要領』の「招待する」に関連
すると考え、下線を付してある。参考までに『中学校学習指導要領』の「言語の使用場面の例」と「言
語の働きの例」をAppendix Aに記す。
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を行うに当たっては…言語材料の中から，それぞれの科目の目標を達成するのに
ふさわしいものを適宜用いて行わせる。」とあり、言語材料の中の「ウ文法事項」
として、以下のつの文法項目が挙げられている。
(ア )　不定詞の用法
(イ )　関係代名詞の用法
(ウ )　関係副詞の用法
(エ )　助動詞の用法
(オ )　代名詞のうち，itが名詞用法の句及び節を指すもの
(カ )　動詞の時制など
(キ )　仮定法
(ク )　分詞構文
「言語の働きの例」の例えば、「b 気持ちを伝える」、「d 考えや意図を伝える」、「e 
相手の行動を促す」などを見ても、これらの「言語の働き」には、話し手、書き
手の心的態度を表すモダリティをはじめ、ポライトネスやためらいが関係してく
るため、「言語材料」の文法事項中の「(エ )助動詞の用法」、「(カ )動詞の時制」
などを、英語を使用したコミュニケーションの中で、ネイティヴスピーカーは巧
みに使用していると考えられる。
　『高等学校学習指導要領』（第款　英語に関する各科目に共通する内容等）
には、英語の各科目の「言語活動を行うに当たっては…言語の使用場面や言語の
働きの中から，各科目の目標を達成するのにふさわしいものを適宜取り上げ，有
機的に組み合わせて活用する。」とあり、上で述べたように、『高等学校学習指導
要領』（第款　英語に関する各科目に共通する内容等）において、言語活動を
行う際の文法事項を含む「言語材料」が挙げられている。
　本稿では、この『高等学校学習指導要領』の「言語活動」を行う際の、「言語
の使用場面」、「言語の働き」そして「言語材料」としての文法事項提示の流れに沿っ
て、「言語の働き」とOALDのExpress yourself notesを比較し、Express yourself 
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notesで例示されている言語表現から、『高等学校学習指導要領』の「言語材料」
の文法事項を絞り、コミュニケーションに役立つ英語指導への示唆を得ることを
ねらいとする。
3　 Express yourself notesは、第章でも述べたように、日常生活の中での場面
に応じた表現を例示している。本章では、まず、Express yourself notesの項目と
『高等学校学習指導要領』の「言語の働き」を比較する。次に、Express yourself 
notesに例示されている言語表現からデータセットを作成し、使用語句の頻度を
調査する。
　『オックスフォード現代英英辞典　第版』を出版した旺文社のサイトには、
同辞典の対象は、一般、大学生、高校生とあり、高校生も対象に含まれている。  
しかしながら、第章でも述べたように、OALDの対象学習者レベルは、CEFR
基準のBからCレベル、TOEIC○®スコアでは00点以上、英検準級以上であ
り、高校生でこれらのレベルをもつ日本人英語学習者はまさに上級学習者と言っ
てよいだろう。従って、高等学校から大学での英語教育の流れの中で、Express 
yourself notesに出てくる言語表現を活用するという立場から考察することが必要
であろう。
3.1　 Express yourself notesは項目ある。Table は、OALDのExpress yourself 
notesと『高等学校学習指導要領』の「言語の働きの例」の対照表である。この
対照表は、Express yourself notesのタイトルと『高等学校学習指導要領』の「言
語の働きの例」の日本語及び『高等学校学習指導要領英訳版（仮訳）』での対応
する英語をもとに作成したものである。『高等学校学習指導要領』及び『高等
学校学習指導要領解説』には、「言語の働きの例」のそれぞれの言語表現例が
提示されていないため、例文を手がかりに対応させることができない。従って、
Express yourself notesと『高等学校学習指導要領』の「言語の働きの例」の両者
 Obunsha. 0. Obunsha Co., Ltd. Available at http://www.obunsha.co.jp/ (accessed  October 0).
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が完全に一致するものではないことを断っておきたい。
Table 1: OALD Express yourself notesと『高等学校学習指導要領』「言語の働きの例」
OALD
見出し語
Express yourself notes 
タイトル
『高等学校学習指導要領』
「言語の働きの例」
 advice Giving somebody advice e 助言する
 agree Agreeing d 賛成する 
 certain Expressing certainty or uncertainty d 推論する 
 complaint Making a complaint
 concede Conceding a point d 賛成する  / d 反対する 
 congratulate
Congratulating somebody on an 
achievement or a family event
 correct Correcting yourself c 訂正する
 describe Describing a picture
 disagree Disagreeing d 反対する 
0 end Ending a conversation
 explain Asking for clarification a 聞き直す
 finish Wrapping up a discussion 　
 forbid Forbidding sb to do sth 　
 have to Asking about obligation 　
 help Asking for help e 依頼する 
 information Asking for information 　
 interrupt Interrupting 　
 introduce Making introductions 　
 invite Inviting somebody to something e 誘う　
0 know
Saying that you don't know 
something or giving yourself time 
to think
　
 likely Expressing likelihood d 推論する 
 message Leaving a phone message 　
『高等学校学習指導要領解説』には、各科目の「　内容」の中では、いくつかの言語表現例を
示している。例えば、「コミュニケーション英語Ⅰ」では、「() 事実を伝える表現」として、It’s 
stated/known/said (that). . . . など、「() 意見を伝える表現」として、I think/guess/believe/surmise/
gather (that). . . . などが挙げられている。
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 offer Offering somebody something d 申し出る 
 open Conversation openers 　
 permission Asking for permission/a favour e 依頼する 
 please Asking for something e 依頼する 
 prefer Expressing a preference 　
 question Dealing with questions 　
 recommendation
Asking for and making a 
recommendation
　
0 shall Offering to do something d 申し出る 
 sorry Apologizing b 謝る
 speculate Speculating d 推論する 
 suggest Making suggestions 　
 sympathy Expressing sympathy 　
 tell Telling sb to do sth e 命令する
 thank Thanking somebody for something b 感謝する　
 think
Asking for somebody's opinion and 
involving others in a conversation
　
 warn Warning people of danger 　
 why Giving reasons, justifying a choice c 理由を述べる
『高等学校学習指導要領』「言語の働きの例」に付されたアルファベットは、第
章で記した「言語の使用場面の例」のaからeを意味する。 
　Table から、Express yourself notesの項目と『高等学校学習指導要領』の「言
語の働きの例」の0項目中項目（「賛成する」、「推論する」、「反対する」、「依
頼する」、「申し出る」の重複のため累計0）が互いに関連していることが分かる。
　Table は、Express yourself notesにおいて設定された場面の説明と、それぞれ
の場面での言語使用の注意点について抜粋したものである。特定の記述が無い場
合やExpress yourself notesのタイトルから場面が明確な場合には、空欄にしてある。
 参考までに、Express yourself noteのMaking a complaintは、『中学校学習指導要領』の「言語の働き」
の「b 気持ちを伝える」に「苦情を言う」が挙げられている。
－0－
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Table 2: OALD Express yourself notesで設定された場面と言語使用についての注記
Express yourself 
notesタイトル
言語の使用場面説明 言語表現使用の注記

Giving somebody 
advice
　
There are a number of tactful ways 
of telling people what you think 
they should do . . . 
 Agreeing In a discussion, . . . 
. . . before you make a negative 
comment, you may want to say 
first that there are points that you 
agree with.

Expressing 
certainty or 
uncertainty
　 　

Making a 
complaint
. . . when something you buy 
is of poor quality of [sic] the 
standard of service you receive 
is not good enough . . . 
　
 Conceding a point 　 　

Congratulating 
somebody on an 
achievement or a 
family event
　

Correcting 
yourself
When you say something that 
was not quite what you intended, 
. . . 
　

Describing a 
picture
In some exams, you have to 
describe what you see in a 
picture or photograph.
　
 Disagreeing In a discussion, . . . 
. . . you may think that what other 
people say is wrong, but there 
are polite ways to convey this. 
It is common to express support 
for something that the other 
person says before expressing 
disagreement.
0
Ending a 
conversation
　
. . . there are polite ways to end a 
conversation . . . 
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
Asking for 
clarification

Wrapping up a 
discussion
In a formal meeting or 
conference, . . . 
　

Forbidding sb to 
do sth
When speaking to sb, . . . 
. . . we usually use indirect 
language to ask them not to do sth 
. . . 

Asking about 
obligation
When you are unsure about what 
is expected of you in a situation, 
. . . 
　
 Asking for help 　
. . . people are more likely to react 
favourably if you ask politely . . . 

Asking for 
information
　
. . . it sounds more polite if you 
can phrase your questions in an 
indirect way . . . 
 Interrupting
You may need to say something 
when somebody else is speaking, 
or you may be chairing a 
discussion where you have to 
stop one person talking too 
much. 
If you start talking at the same 
time as someone else, this will 
seem rude. To interrupt politely, 
you can say . . . 

Making 
introductions
　
There are different ways of 
introducing people to one another, 
depending on how formal the 
situation is . . . 

Inviting somebody 
to something
　 　
0
Saying that 
you don't know 
something or 
giving yourself 
time to think
　 　

Expressing 
likelihood
　 　

Leaving  a phone 
message
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
Offering 
somebody 
something
Particularly when you are the 
host, . . . 
. . . you may want to make polite 
offers to your guests . . . 

Conversation 
openers
. . . when you have to speak 
to someone for the first time 
or when you have to open a 
meeting . . .
　

Asking for 
permission/a 
favour
　
You are more likely to get what 
you want if you can ask for it 
politely.

Asking for 
something
Whether you are in shops or 
restaurants or in somebody's 
home, . . . 
. . . you can use polite questions to 
get what you want . . . 

Expressing a 
preference
　
Note that we sometimes discount 
our own expertise or authority 
before expressing our preference   
. . . 

Dealing with 
questions
If you give a talk, for example at 
a conference, . . . 
　

Asking for 
and making a 
recommendation
　
0
Offering to do 
something
　 　
 Apologizing
. . . they [somebody] are less likely 
to be very angry if you can make a 
polite apology . . .   
 Speculating
In some exams, you have to 
talk about what you can see in 
a picture and speculate about 
the situation or a wider issue 
prompted by the picture.
　

Making 
suggestions
　 　

Expressing 
sympathy
　

Telling sb to do 
sth
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
Thanking 
somebody for 
something
When someone gives you 
something, or does something 
for you, . . . 
　. . . you often want to say more 
than just a brief ‘thank you’. . . 

Asking for 
somebody's 
opinion and 
involving others in 
a conversation
In a meeting or a discussion you 
may need to find out what other 
people think. In some exams, 
you have to show that you can 
control the conversation by 
asking for contributions from the 
examiner. 
　

Warning people of 
danger
　 　

Giving reasons, 
justifying a choice
In various exams, you are asked 
to make a choice and give 
reasons for it. In conversation or 
in a meeting, you need to explain 
and justify your decisions . . . 
　
　Express yourself notesにおいて、設定された場面の説明を見ると、買い物、サー
ビスを受ける、催し物の主催者として、初対面の人との会話、店・レストラン・
他人の家にて、発話訂正、ディスカッション、試験、フォーマルなミーティング
や会議、議長として、会議での発表など、日常生活における場面や、アカデミッ
クあるいはフォーマルな状況といった、学習者や社会人が、日常経験する場面設
定がなされている。興味深いことは、言語の使用場面における、言語使用に関
する注記がなされている点である。例えば、‘tactful ways’、‘polite(ly)’、‘indirect 
language’、‘an indirect way’といったポライトネスやためらいに関するものや、
‘formal’といったスピーチレベルの情報が記されている。さらに、次のような、
相手を尊重する態度や円滑なコミュニケーションを図るための心得といったア
ドバイスもなされている。例えば、Agreeingの項目には、‘ . . . before you make a 
negative comment, you may want to say first that there are points that you agree with’や、
Asking for permission/a favourの項目には、‘You are more likely to get what you want 
if you can ask for it politely’、さらにApologizingの項目には、‘ . . . they [somebody] 
are less likely to be very angry if you can make a polite apology . . . ’などの記述がみら
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れる。これらのことから、英語を使用した日常のコミュニケーションの中で、場
面によって、相手への配慮を表したり、控え目で、断定を避ける言語表現の使用
の必要性が分かる。
3.2　 Express yourself notesで例示された言語表現において、どのような語（句）
が使用されているのか調べてみたい。Express yourself notesの例文から、小規模
ではあるがデータセットを作成し、ソフトウェアAntConc  を用い、使用頻度の
高い語を抽出してみよう。このデータセットには、Express yourself notesの例示
する言語表現を用いた例文の全文が含まれている。Word Tokensは、0、Word 
Typesは、である。
　Table は、AntConcのWord Listツールを用いて、使用頻度の高い順に、上位
0の語を挙げてある。分析ツールの検索結果の表示をそのまま掲載しているため、
いくつかの点について説明を加えておきたい。使用頻度が同じ場合には、アルファ
ベット順に順位が示されている。第位の iは、Express yourself notes中では、す
べて大文字である。第位の s、第0位のm、第位のd、第0位の re、第位
ll、第位veは動詞、助動詞の短縮形及び、sには、let’sの省略されたusの sや
例文中のアルファベット sも含まれる。第位 t、位nは、否定の短縮形の一部、
そして、tには、例文中のアルファベット tも含まれる。第位のbreは、BrEの
一部である。
　第位から第位を見てみると、第位は、i [I]（頻度0）、第位は、you（頻
度）でありいずれも代名詞である。第位の to（頻度）は、to不定詞の to
と前置詞である。すべて桁以上の頻度である。冠詞の the と aも、それぞれ第
位と第位であり、上位0位に入っている。注目したいのは、助動詞のランキ
ングである。上位0位の中に、第位would（頻度）、第位 can（頻度）、
第位could（頻度）が含まれている。助動詞は、『高等学校学習指導要領解説』
（英語に関する各科目に共通する内容等 ）の中で、言語材料のつである文法
  Anthony, L. 0. AntConc (Version ..) [Computer Software]. Tokyo, Japan: Waseda University. 
Available online at http://www.antlab.sci.waseda.ac.jp/ 
－－
『英語英文学研究』第78号（第40巻第2号）2016 [pp. 51-72]
事項の助動詞に以下の記述がある。
　助動詞の代表的なものは，can, may, must, willなどである。これらは，話
し手の心的態度を表す重要な表現であり，丁寧な依頼などに不可欠である。
Table 3: OALD Express yourself notesで例示された言語表現中の語の頻度
Rank Frequency Word Rank Frequency Word
 0 i   not
  you   sorry
  to   there
  the   on
  that 0  this
  a   your
  s   what
  we  0 like
 0 it   name
0  m   in
  do   my
  t   please
  n   very
  would   here
  for 0  re
  if   right
  can   bre
 0 have   go
  me   ll
0  think   ve
  be   but
  d   no
  of   with
  could   and
  is 0  ask
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中学校では慣用表現以外では過去形を指導しないが，高等学校では必要に応
じて過去形も指導する。（下線筆者）
『高等学校学習指導要領解説』の記述にもあるように、助動詞は、コミュニケー
ションにおいて、「話し手の心的態度を表す重要な表現」とある。ここで注目し
たいのは、上記引用部の「中学校では慣用表現以外では過去形を指導しないが，
高等学校では必要に応じて過去形も指導する」である。Express yourself notesでは、
助動詞の過去形would (件)とcould  (件)の頻度が上位位に入っている (would 
件とwouldの短縮形 ’d 件を合計すると件となり、Table において、would 
(’d含む )は、厳密には第位となる）。
　これらつの助動詞が、Express yourself notesのどのような働きを果たすため
に使用されているか、そして、これらつの助動詞の例文中の意味を分析してみ
よう。
3.2.1  Would (’d含む )と couldは、Express yourself notesの中で、どのような機能
を果たすためによく使用されているかについて見てみよう。Table とTable は、
それぞれ上位0のものをまとめてある。
Table 4: Express yourself notesにおける言語表現中のwould/’dの使用
Rank Express yourself notesタイトル Frequency
 Offering somebody something 
 Asking for permission/a favour 
 Inviting somebody to something 
 Expressing a preference 
 Asking for and making a recommendation 

Asking for somebody’s opinion and involving 
others in a conversation

 Giving somebody advice 
 Offering to do something 
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 Disagreeing 
0 Asking for clarification 
Table : Express yourself notesにおける言語表現中のcouldの使用
Rank Express yourself notesタイトル Frequency
 Asking for permission/a favour 
 Asking for help 
 Interrupting 
 Leaving a phone message 
 Giving somebody advice 
 Asking for clarification 
 Forbidding somebody to do something 
 Asking for information 
 Offering somebody something 
 Conversation openers 
　Express yourself notesタ イ ト ル を 見 る と、wouldは、 第 位 は、Offering 
somebody something における例、第位がAsking for permission/a favourにおける
例、couldは、第位がAsking for permission/a favourにおける例、そして、第
位は、Asking for help、Interrupting、Leaving a phone messageにおけるそれぞれ
例である。
　Tables -から、would、couldは、申し出、依頼、勧誘、意思伝達、提案、反対、
妨害、禁止などの場合に用いられていることが分かる。
3.2.2  次にwouldと couldのExpress yourself notes言語表現例の中の用法を見てみ
よう。助動詞の意味に関しては、文脈により、解釈があいまいな場合や、複数の
意味に解釈が可能であることはよく知られているが、Express yourself notesのタ
イトル及び、例文からつかむことのできる文脈から意味分析を試みた。意味は
Quirk et al. ()、Biber et al. ()を参考にし、意味を表す日本語は『ジーニア
ス英和辞典　第版』を参考にした。
－－
藤本和子． Oxford Advanced Learner’s Dictionary of Current English 
第9版の ‘Express yourself’  notes の分析と英語教育への活用
Table 6: Express yourself notesにおける言語表現中のwould/’dの意味
Meanings Frequency
 控え目な希望・考え 
 丁寧な依頼・勧誘 
 可能性・推量 
 意思 
Total 
Table 7: Express yourself notesにおける言語表現中のcouldの意味
Meanings Frequency
 丁寧な依頼・提案・命令 
 許可（丁寧な表現） 0
 可能性・推量 
 能力（丁寧な表現） 
Total 
　Tables -は、頻度順に意味を並べてある。Wouldは、第位「控え目な希望・考え」、
第位「丁寧な依頼・勧誘」、第位「可能性・推量」である。第位、第位の「控
え目な希望・考え」、「丁寧な依頼・勧誘」には、would/’d like/love to、would/’d 
like、would you mind if . . . ?、would you like to . . . ?、would you like . . . ?などの表
現が含まれる。Couldは、第位「丁寧な依頼・提案・命令」、第位「許可（丁
寧な表現）」、第位「可能性・推量」である。第位、第位の「丁寧な依頼・
提案・命令」、「許可（丁寧な表現）」には、could you . . . ?、I wonder if you could 
. . . 、could I . . . ?などの表現が使用されている。どちらの助動詞の場合も、第
位、第位には、慣用的な表現が含まれているため、学習者にもなじみのあるも
のが多いだろう。しかしながら、wouldとcouldのいずれも第位の「可能性・推
量」の意味に関しては、日本人英語学習者の使用はどのようであろうか。第位
の「可能性・推量」の意味は、第位、第位の意味の頻度と比較すると、would
は例、couldは例のように、頻度は高いとは言えないが、これらの助動詞の過
去形を、現在あるいは未来の「可能性・推量」の意味で用いることは、話し手、
書き手の心的態度や確信度を表すのに重要であろう。「可能性・推量」の意味を
もつwouldとcouldの用例をいくつか挙げてみよう。
－－
『英語英文学研究』第78号（第40巻第2号）2016 [pp. 51-72]
　a) That would be very nice, thank you. (a response)   [Inviting somebody to something]
　b) Would it help if I spoke to Julie before you call her?  [Offering to do something] 
　c) What do you think would be best?  [Asking for and making a recommendation]
　d) They might/may/could be related.  (BrE or formal, NAmE)  [Speculating]
『高等学校学習指導要領解説』（英語に関する各科目に共通する内容等 ）の文
法事項の助動詞について、「中学校では慣用表現以外では過去形を指導しないが，
高等学校では必要に応じて過去形も指導する」とある。Express yourself notesの
中でも「可能性・推量」の意味をもつ助動詞の過去形が、言語表現の中で使用さ
れていることから、学習者のレベルに配慮しつつも、高校生、大学生に指導をす
ることにより、学習者はより効果的な言語表現ができると考える。
4　本稿では、OALDで新たに設けられたExpress yourself notesの内容と言語表
現について、『高等学校学習指導』の「言語の使用場面」、「言語の働き」、「言語
材料」などの記述に照らしながら分析をした。『高等学校学習指導要領解説』
（英語に関する各科目に共通する内容等 ）の「言語の働きの例」の解説には、
「適切な表現を選択し」とあるが、具体的な表現は提示されていないことから、
Express yourself notesで例示された言語表現を活用することも一つの方法であろ
う。さらに、本稿では、『高等学校学習指導要領』（英語に関する各科目に共通す
る内容等 ）に記された言語材料の文法事項の中から、助動詞の過去形にフォー
カスを絞り、実際のコミュニケーションの中で、心的態度や、確信度を表すこと
が求められるため、高等学校及び大学の英語教育において、学習者のレベルも踏
まえながら、助動詞の過去形の指導の必要性について提示した。話し手、書き手
の心的態度や確信度は、助動詞のみならず、副詞、動詞、時制などによっても表
すことができるため、これらも含めたさらに幅広い研究は今後の課題としたい。 
  Express yourself notesのExpressing certainty or uncertainty、Expressing likelihood、Speculatingは、
本稿では、『高等学校学習指導要領』の「言語の働きの例」のうち、「推論する」に対応させた（Table 
参照）。これらつのExpress yourself notesの中の言語表現には、助動詞、副詞、動詞など、ある
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今後、語用論や比較文化論などの分野からの知見の導入もますます必要であろう。
Appendix A: 『中学校学習指導要領』「言語の使用場面の例」と「言語の働きの例」
［言語の使用場面の例］
a  特有の表現がよく使われる場面 
・ あいさつ　　　　・ 自己紹介　　　　　　　・ 電話での応答
・ 買物　　　　　　・ 道案内　　　　　　　　・ 旅行
・ 食事　など
b  生徒の身近な暮らしにかかわる場面 
・ 家庭での生活　　・学校での学習や活動・地域の行事　など
［言語の働きの例］
a  コミュニケーションを円滑にする 
・ 呼び掛ける　　　・ 相づちをうつ　　　　・ 聞き直す
・ 繰り返す　など 
b  気持ちを伝える 
・ 礼を言う　　　　・ 苦情を言う　　　　　・ 褒める
・ 謝る　など
c  情報を伝える 
・ 説明する　　　　・ 報告する　　　　　　・ 発表する
・ 描写する　など 
d  考えや意図を伝える 
・ 申し出る　　　　・ 約束する　　　　　　・ 意見を言う
・ 賛成する　　　　・ 反対する　　　　　　・ 承諾する
・ 断る　など 
e  相手の行動を促す 
・ 質問する　　　　・ 依頼する　　　　　　・ 招待する　など
　
いはそれらが重ねて用いられた例が挙げられている。
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「言語の働きの例」において、下線を付したものは、『中学校学習指導要領』に
はあるが、『高等学校学習指導要領』にはないものである。ただし、『中学校学習
指導要領』の「b 気持ちを伝える」の「礼を言う」は、『高等学校学習指導要領』
の「感謝する」に、『中学校学習指導要領』の「e 相手の行動を促す」の「招待する」
は、『高等学校学習指導要領』の「誘う」に関連すると考え、下線を付していない。
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Robert Frost on the Boundary
― 歩みの先に見る景色 ―
狭間　敏行
はじめに
　ロバート・フロストは田園とそこに生きる人間を一貫して描いた。これらの詩
を通して我々は、人間と自然の調和・不調和に留まらず、人生で直面する様々な
対立的葛藤を読み取り、投影してきたのではないだろうか。人間と自然、または
個人と社会。精神と物質。内面と外面。生と死。男性と女性。孤独と結びつき。
理性と感情。想像力と現実。そして人間と神。一見対立するような様々な概念が、
フロストの詩に見えてくる。
　人間の孤独と結びつきを考えるなら、全詩集冒頭の短詩 “The Pasture”は、“I 
shan’t be gone long.―You come too.”「長くかからないから、君もおいで」(1) 
と、自然のただ中へ我々を誘うかのようだ。詩人の内に広がる世界へ誘うとも
言える。そういう意味でフロストの詩は我々他者へ扉を開いている。一方でA 
Further Range収録の “Desert Places”では、詩人を取り巻く荒涼とした自然に対し、
独白する語り手は無縁とも言える姿で描かれる。
And lonely as it is, that loneliness
Will be more lonely ere it will be less―
A blanker whiteness of benighted snow
With no expression, nothing to express.
They cannot scare me with their empty spaces
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Between stars―on stars where no human race is.
I have it in me so much nearer home
To scare myself with my own desert places. (296)
　隔絶した孤独を内に秘め戦慄する詩人の姿がある。内なる孤独を投影した寂寥
の地は他者との何らかの共有を拒むようで、我々は足を踏み込めない。詩人は時
に強く他者と結び付こうとする反面、孤独の淵に沈む姿を見せ、孤独と調和の葛
藤を垣間見せる。
　人間を取り巻く自然を自らの内面の投影とする意味において、エマソンはある
意味でフロストの理想像だったと言える。一方で彼は自らの哲学的・思想的立場
を対照的に示すために、エマソンの自然観を “cheerful Monist”「陽気な一元論」
と示した上で、自らの立場を “A melancholy dualism is the only soundness.”「憂
鬱な二元論」と表明した (Frost, Selected Prose, 112)。
　フロストの詩に様々な対立的概念を見る時、二項対立的に何かの形で弁証法的
に昇華する論理を我々は期待するかもしれない。それぞれの観点の中庸、または
一方へ集約されると期待するかもしれない。しかし多くの詩で必ずしも明確な解
は示されず、曖昧さを感じて我々は困惑する。先に触れた二つの詩はそれぞれ、
一定のメッセージを伝えてはいる。片や自然の中へと誘い、我々を結び付ける。
一方でそうした結びつきを断ち切るかのように、隔絶した人間存在のあり方を心
象的な自然描写の中で断言することもある。
　私は本論において、こうしたフロストの声の双方に彼が見る世界観が投影され
ているものとして、一見して矛盾にも見える世界観を要約したい。二つの世界を
分け隔てる境界線を描くと言える詩や、対立的なイメージを描く詩群から二元論
的な世界観を読み取り、我々がフロストの詩から受容しうる視座について考察す
る。
1. 思索の中にある境界線
　亡くなる前年1962年フロストは、未収録の詩を中心とした詩集 In the Clearing
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を刊行した。その2編目 “Away!”について考察する。Mordecai Marcusはこの詩
を “leave-taking of the world”と指摘した (Marcus 210)。確かに象徴的に引用さ
れる行 “I’m―bound―away!”「僕は、あちらへ、行くんだ！」は、詩集冒頭に
近いこの詩で謳っており、寿命を予期して冗談めかしてかけた惜別の声と読むこ
とが可能だろう。だがこの行は1947年に出版した詩劇A Masque of Mercyにも表
れ、彼が複数回引用するに足る一定の意味を持つ句と考えられる。この行は19
世紀から歌い継がれてきた、アメリカの河船頭たちの民謡Shenandoah(シェナン
ドー )から引用された。代表的バージョンでは、友人シェナンドーの娘に恋した
男が、その娘と駆け落ちし流離う旅の途上友人へ、“Away, I’m bound away,”「（彼
女と広いミズーリ川の）向こうへ俺は行っちまうよ」と呼びかける。恋路から始
まった広大な大地での流転の苦労が滲む歌であり、移動暮らしの船頭や労働者に
歌い継がれてきたのだろう。この歌は流れ者の流転を描くので、awayする先が
はっきり定まらず、流離う途上の通過点と言える。“Away,”を前置きにして重ね、
さらに流転を重ねる実感が強調される。それに対しフロストが歌う行に前置きの
“Away,”はなく、“I’m―bound―away!”と、ハイフンで結び一語ずつくっきり
と発する。詩の最終2連を見る。
Unless I’m wrong
I but obey
The urge of a song:
“I’m―bound―away!”
And I may return
If dissatisfied
With what I learn
From having died. (413)
　語り手は今、去り行く歩みの途上にある。それまで共に楽しく過ごした友人達
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を背後の町に残し、荒れ果てた大地を歩んでいる。直接的には残してきた友人達
へ、あるいは我々読者へも語りかける形で、「楽園からアダムとイヴが追い出さ
れるようには考えないでくれ」と弁解し、「神話など忘れておくれ」とも呼びか
ける。「僕とともに追い出される者も、僕を追い出そうとする者もいないのだか
ら」と弁解してこの詩句へ続く。
　他者との関わりから離れて歩むその場所は、“The world desert”「荒涼とし
た世界」と示される。先に “Desert Places”で見たような、他者と隔てられた自
己の内面に広がるいわば空想的な世界に語り手は佇む。楽園を追放され “outer 
dark”「外の暗黒地帯」へ向かうのではないと、語り手は否定する。実際の集団
から疎外されたのではなく、ふとした瞬間にフロストはこの詩のように、inner 
darkを歩み思索の世界へ踏み込むようだ。思索の世界で響く歌に詩人はただ従
うのだと言う。そして “I’m―bound―away!”の句へ続く。
　詩人はこの句を一語ずつ噛みしめるように歌う。Joseph Kauの論評を要約す
る形で、Marcusはこのハイフンの区切りについて、“his speaker is not really 
making a free choice but is bound to leave” (Marcus 211) 義務感を滲ます
boundが強調されるとする。詩行の “but obey”「ただ従っている」も、その情感
を浮き彫りにしているだろう。
　もう一点私はこの一語ずつの区切りに、彼が思索の世界を逡巡し歩みながら、
二つのイメージの間を行きつ戻りつ臨む境界線を見たいと思う。詩人は一語ずつ
句を噛み締め、「他ならぬ私は、向こう側へと、行く途上にある / 行かざるをえ
ない。」それぞれの語が彼の思索を投影し、多重に意味を含む語として浮かび上
がる。友人と交わる中で彼は、多くの笑いや共感を得ただろう。そこへふと我に
返る瞬間が訪れる。詩人の心の中にどう表現しても理解されない思い、表現しが
たい思いが去来する。最後の行の「死」こそ、個々に内に抱えて外からは慮りが
たく、外へも伝えがたい逡巡を呼び起こすのではないか。
　生と死の間での逡巡に関連して、Lawrence Thompsonが伝記で描くエピソー
ドを思い出す。結婚前のElinorとの関係が思い通りにならず、フロストはヴァー
ジニア州の湖沼Dismal Swampへ旅に出た。暗闇の中沼地を彷徨うフロストの
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姿に、Thompsonは内に秘めた自殺願望を読みとろうとする。“He seemed to 
want exactly what he feared. He was trying to throw his life away, as a kind 
of retaliation against Elinor’s treatment of him…” (Thompson, The Early Years. 
179-180) あえて危険な場所を自暴自棄に歩き回る姿にこうした願望を見たとい
うわけだろう。Thompsonのフロスト評価には、自己顕示欲や自己防衛本能、家
族への横暴などといった面で、フロストへ一種悪意ある偏りがあると、1999年
に伝記を出したJay Pariniはじめ多くの指摘があり、そのまま受け取ることは
できないだろう。しかし恋愛の逡巡の中やや自暴自棄に歩き回ったこのエピソー
ドは、フロストの詩に数々描かれる、物思いの中で歩む姿に重なると言えよう。
　さて、“Away!”での歩みに戻ると、「孤独か他者との結びつきか」という二つ
の想念に揺れる観点とともに、こうして「生と死」の間での逡巡が主題となる。
この詩には先ほどまで友と過ごした現実の「生」の世界と “having died”、つま
り「死」の世界が示される。ただしこの「死」が完了形動名詞で示される点が気
になる。詩全体は現在時制で語られており、語り手が既に「死んだ」存在と示さ
れたことになる。結果的に詩集出版の翌年に迎えるフロスト本人の「死」だけに
限定できない、より含みのあるイメージがこの2語から見えてくるのではないか。
単なる自殺願望・自暴自棄の表明としての「死」にも限定できない。それらはい
ずれもこれからの「死」であり、韻や韻律の問題があるにせよ、“having died”
と表現するには無理がある。ここで詩人が示す「死」は、これまで詩人が何度も
垣間見てきた「死」であり、自らも想定したかもしれない「死」と見ることがで
きないだろうか。
　彼の周囲には理不尽と言える死が多かった。6人の子供たちのうち3人が天寿
を全うせず早世した。Elinor Bettinaは生後二年で。Marjorieは病弱のため我
が子を産んで間もなく。父フロストのように “becoming a published poet (while 
working a farm with his wife and son)” (Francis 22)「農業に携わる詩人」を夢
見たCarolは、精神を病んで自殺した。無二の親友Edward Thomasは、短い交
流期間を持ったのみで第一次世界大戦の戦火の中、出会って4年後に戦死した。
妻Elinorも1938年に61歳で亡くなったことは、88歳と長寿だった彼に充分な
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衝撃だったろう。そうした中で彼の念頭には自らの死を含め、大切な人たちの死
が身近にあり続けたと想像できる。なぜ死んだのか。私はどのように死ぬことに
なるのか。死ぬとはどういうことか。こうした事件や他者との葛藤の中、彼は生
と死の間に立ち逡巡しただろうし、人間の孤独と結びつきなど様々な想念の間に
佇む感性を研ぎ澄ませることになっただろう。一方で引き返して「生きること」
について、「人生とはいかなるものか」という想念とともに戻ってくることも、“I 
may return”「満足しなければ戻ってくるかもしれない」姿に表れていると言える。
　「孤独と結びつき」「生と死」それぞれに相反する二つのイメージの間で、フロ
ストは一方から他方へ、そしてまた別のイメージの一方から他方へ、またその逆
へと戻ってくることを繰返す姿をこの詩に見ることができるのではないだろうか。
その歩みが常にいずこかへ “bound”強いられ止むに止まれず自ら向かうものなら、
あちら側にいる時には戻ってくることもまた必然的と言える。フロストの詩には、
対照的イメージが双方描かれなくとも、常に境界線の背後と目前に二つのイメー
ジを置いた逡巡が描かれると言えるのではないか。
　North of Boston冒頭の詩 “Mending Wall”は、冬の霜柱などで傷み崩れた、語り
手と隣人が農場を隔てる壁を修理する春のエピソードとともに、境界線をイメー
ジさせる壁を描く。語り手が饒舌に理由を示し「壁などいらないのでは」と問い
かけるのに対し、「良い垣根は良い隣人を作る」隣人は言い古したことわざを口
にするだけで黙々と作業する。さらに詩人が心の内外で語る声に、この作業への
やや皮肉な視点が垣間見える。
[“]Something there is that doesn’t love a wall,
That wants it down.” I could say “Elves” to him,
But it’s not elves exactly, and I’d rather
He said it for himself. I see him there,
Bringing a stone grasped firmly by the top
In each hand like an old-stone savage armed. (34)
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　彼らはそれぞれ動物を飼育しておらず、農場を仕切る必要がない。まして自然
の営みの中では人間が作った壁など簡単に壊れる。現実的に考えても互いの友好
のためにも、間に壁は必要ないのではないか。相手をコミカルに原始人と例え、
壁を守るという形式上の束縛へ抗い自由を求めているとこの詩を読みとることは
可能だろう。自己を囲い込む孤独より、壁を取り払ってより互いを密接に結びつ
ける声として。フロストはこの詩に関連し、登場人物や場面の読者からの受け取
られ方について、交流のあった Leonidas W. Payne, Jr.へ手紙の中で、文字通り
の読みへ警告している。“I should be sorry if a single one of my poems stopped 
with either of those things ― stopped anywhere in fact.” (Thompson, Selected 
Letters, 344) 彼にとって詩は、一つの読みに固着されるべきではない。“boundless”
とも言える無限の可能性の中へ読者を投げ込む広がりを持たせておきたいのだ。
　文字通りに壁を廃して全てあからさまにすれば人間は互いを完全に理解し合
い、結びつくことができるだろうか。語り手はその困難さを、皮肉な声の中に滲
ませていないだろうか。「壁などいらない」と声をかける反面、壁が壊れている
から修理しようと春になり声をかけるのも語り手側だと詩には描かれている。パ
ンのように細長いものやボールのように丸い、様々な小石を積み上げて成り立つ
壁はまた、崩れやすいからこそ二人協力して修理をすべきものだ。「背を向ける
まではそこにいるんだぞ！」冗談めかして壁へ声をかける二人は、そうした緩や
かなやり取りを共有している。語り手は壁がないから他者と結びつくのではなく、
壁を仲立ちとして結ばれてもいる。Jay Pariniは伝記でこの詩に関連し、“The 
energy of the speaker’s imagination unsettles and builds at the same time, a 
paradoxical notion that would seem to lie at the heart of the creative process 
itself.” (Parini 139) と論じる。壁を作ることで互いに心理的な距離を設けること
への反発心と、共に時間を過ごす中で分かち合うものがあるという両方の思いを
語り手が抱いているからこそ、その皮肉な声は効果を持ち、むしろ共同作業への
こだわりや愛着を浮き彫りにする。フロストの思索が一方のみに留まらないこと
も念頭に置くと、自己と他者の間に境界線を設けたくないという思いと、一定の
境界線を保っておきたいという二律背反する思いが、語り手の声に裏打ちされて
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いる。
　こうして “Mending Wall”では、孤独と結びつきという二つのイメージが並び
立つ。思索の中の境界線に立ちながら、語り手はいずれも人間の有り様として見
つめている。人間を孤独な存在と決めず、結びつきだけでも推し量らない。前後
に両方見ながら、行きつ戻りつ逡巡する姿が浮かび上がってくる。
　壁がstoneやboulderという形状がばらばらな物で成り立つ点にも注目したい。
壁は冬の間に霜柱や雪の影響で少しずつ崩れていく。狩人が獲物を追って、やむ
なく取り崩すこともある。そもそもその壁を作っている両者が「背を向けるまで
はそこにいて」とまじないをする程、壁はいつでも崩れうると強く実感してい
る。語り手を隔てる境界線は、移ろうからこそ常に注意を払うべきものと捉えら
れる。思索の中で様々なイメージのどちら側に語り手がいようと、境界線とその
向こう「あちら」側を詩人は想定していると言える。詩に描かれる実際の境界線
は私有地の境として同じ場所にあるが、詩人の思索の中ではその境目がいつでも
どこでも表れるし変化する。つまり境界線は、先ほどまで詩人に孤独をイメージ
させていても、程なく他者とのつながりを実感させるものになりうる。さながら
A Boy’s Willに収録されている “The Tuft of Flowers”の中で、人間の「孤独」を思
いながら一人草を刈っていた語り手が、わざと同僚が刈り残したひと房の花を見
て、通じ合う自然への思いやりを他者に見出した時のように (22-23)。
2. Reason and Mercy
　大切な人の喪失や他者との衝突から我々は人生の理不尽さに憤り、何故だと
逡巡することもあるだろう。フロストが第一子Eliotを失った衝撃は大きな痕
跡を残した。その苦悩がフロストに与えた衝撃をJay Pariniは伝記で “Even 
half a century after Eliott’s Death, in the play A Masque of Mercy (1947), Frost 
… suggests that he was still obsessed by the child’s death on some level, 
or would at least find it a source of pain that could be converted into poetic 
language.” (Parini 69) と指摘する。不如意に対し憤り逡巡することは、結婚へ
の道筋への不満から自暴自棄な旅へ出た若いフロストに限らず、誰にでもある。
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特にEliotをはじめ3人もの子供たちを失ったことは、彼が思索を掘り下げてい
く様々なモチーフとなり、また多くの詩に投影し続けてきたことだろう。
　彼が詩で様々な形に展開した対立的イメージの中に、ReasonとMercy「理と
慈愛」がある。二つの詩劇A Masque of ReasonとA Masque of Mercyは、Marcus
が解説書の中で “he wished [his two blank-verse closet dramas] placed at the 
end of his collected poems, surely viewing them as summary comment on his 
life and work.” (Marcus 231)と評するように、この二つの対立イメージを中心
にフロストが展開した様々なイメージが重層的に織りなされる。「理と慈愛」の
テーマの扱われ方という観点から、フロストが大切な人たちを喪失してきたトラ
ウマを関連させて考察する。
　この二作品には、それぞれの主人公が人生の不条理と言える体験・トラウマを
経て、世界の有り様に秩序や法則性と呼べるものがあるのか探究する形で、「理」
の面を描く側面がある。またそうした理の有無はともかく、世界を造った神に我々
人間への慈愛があるのか、また我々は神や世界へ愛を抱きうるかという、「慈愛」
の面も描く。つまり「この世界は理解しうるものか、あるいは愛すべき世界なの
か」という世界観における対立イメージを描くと言ってよい。両作品とも、聖書
中の人物ヨブまたは預言者ヨナが主人公として登場し、ヨブ記・ヨナ書の続編と
言える描き方、時代設定が現代という点で共通する。
　A Masque of Reasonは結びで “Here endeth Capter Fourty-three of Job.” (490)
とト書きが示す通り、ヨブ記続編の体裁を取る。劇中に登場人物は4人。ヨブと妻、
神を中心に展開し、最後に悪魔が召喚され登場する。現代と思われる時代に、楽
園とされる砂漠のオアシスにヨブと妻が座って語らう情景から始まる。そこへ合
板製の貧相な玉座とともに神が現れる。ヨブ記での猛々しい神とは対照的に、玉
座の惨めさだけではなく立ち居振る舞いも弱々しく描かれている。“[I trust you] 
feel no ill effects from what I gave you.” (474) などと、後ろめたく感じてヨブ
を気遣っているようだ。我々人間と同じようにおどおどする神の姿は、人間が考
える絶対的な真理や秩序に対してのフロスト流の皮肉だろう。しかし心理や理由
の追及は我々人間に本来備わるものであり、物語はあちこちそれながら、聖書で
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問うたようにヨブは再び神へ疑問を投げかけることになる。
　ヨブは悪をなさなかったことと神への信頼に確信がある。試練を受けた理屈が
理解できずにいつまでも悩まざるをえない。悪を留めるブレーキと善のためのエ
ンジン、それらの「ハンドル」として理が必要なはずが、神とヨブの一件から
“disparage reason”「理を損なう」のではと考える (481)。 現代的に整理されて
いるが、ヨブ記での訴え “How many are mine iniquities and sins?” (Job 13:23) 
と変わらない。“human of you” (485)「人間らしい」神は言を左右にし、繰返
し尋ねるヨブの疑問へ明確な答えを出さない。人間的な善悪の観念に縛られる
と、神はここに描かれる惨めな弁解者とならざるをえない。“You set me free to 
reign. You are the Emancipator”と感謝を示す (476)。理知も含めた人間の不完
全さをヨブは示しながら、神の人間への慈愛を示すことへ貢献したということだ
ろう。しかしヨブは理知を手放せない人間であり納得できない。神が悪魔との事
情を話そうとしても取り合わず、自分で話に折り合いをつけてしまう。
　ヨブは神の事情になど興味がなかったと言い切りながら、“what I get is 
almost less than I can understand.” (485) と神へくさすのは、人生で関わる全
てを人間は理屈で推し量りえないのだという、彼なりの結論ではないだろうか。
神は全能だからそれができるが、人間ヨブにはそもそも不可能なのだと悟った瞬
間でもあろう。ただし、直後に “But I don’t mind…. I stick to that.”とも神へ宣
言する。人間にとって、「知りたい」欲求は無くなることのない、欠かせない素
質の一つなのだとフロストは明言していると言えよう。
　劇終盤で話題が悪魔に及び、神が召喚する。悪魔もまた神と同様に、ヨブの求
める言質を与えてくれたとは言い難い。妻の計らいでコダックのカメラに収まる
ヨブ・神・悪魔の記念撮影は、一種の三者和解の場面だが、ヨブ、つまり人間が
期待する「理」という意味での完全な和解とは程遠い。人間は考えることをやめ
られないが、神の慈愛はあると信じ矛を収める。神の側でも、軽々に推し量ろう
とする人間の傲慢に怒り困惑しながら、ヨブの信仰心を知るゆえに罰しないとい
う意味も含めて、慈愛のもと写真に収まる。このように「理と慈愛」について、
一方が優位に立つことなく、生きる上での独立した要素として両方がそのまま描
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かれる形で、物語は一見まとまりの悪い形でまとめられている。
　A Masque of Mercyもヨナ書の続編と言える設定で描かれる。ヨナ書では神から
の預言を民へ伝えることを拒んだヨナは逃亡し、神の慈愛のあり方に疑問を呈し、
民へは反省が足りないと怒った。最後に神は “Thou hast had pity on the gourd, 
for the which thou hast not labored…: And should not I spare Neneveh, that 
great city…?” (Jon. 4:10-11) と諭した。聖書中にヨナの反応は示されないが、A 
Masque of Mercy冒頭、ヨナは現代のニューヨークで大衆を導く講演会を開く寸
前に逃亡した姿で現れる。フロストが見るヨナは、神の説諭にもかかわらず、自
ら考える秩序と神の慈愛が調和しないと今も悩み続けているようであり、ヨブの
後日談と類似する。今度の逃亡先は夫婦が経営する街角の大きくない書店だ。店
長と妻ジェシー・ベルも、それぞれ問題を抱えている。精神を病むジェシー・ベ
ルのカウンセラーであり、建物の一角を間借りするポールは、新約聖書中のパウ
ロの化身と言える。逃亡者ヨナに対し、ポールは本質的な指摘と導きを与えよう
とするが、夫婦も入り乱れ会話は錯綜し、この詩劇はA Masque of Reason以上に
多岐に渡るテーマを含むことになる。ヨナの疑問に対するポールの語りは、フロ
ストの詩全体をも要約すると言える。
　そもそも “Mercy and justice are a contradiction.”とポールは語る (498)。こ
こで言う正義とは、ヨナが追究認識する秩序であり正義だ。人間が想像思考する
本能を持ち合わせる以上、それぞれが正義を考え執着するだろう。もう一つの慈
愛も人間は理論で推し量ろうとするので、やはり整理が付かず悩むことになる。
“I’ve lost my faith in God to carry out the threats He makes against the city 
evil.”と語るヨナには「神が無慈悲だとは思えない」のだ (497)。これはヨナ書で
呈した疑問と変らない。ポール達とのやり取りを経て彼は、“my trouble’s with 
the crisises where mercy-crossed to me seemed evil-crossed.” (510) と自白する。
ヨナは逃げ込んだドアではなく、ポールが借りる地下室の扉へと、煉獄へ降りる
かのように促される。しかしそこへ歩もうとして突然締まる扉に身を打たれ、彼
は命を落とす。先ほど神への不信を告白したゆえの、審判が下ったと言える。死
に際してヨナが、“I think I may have got God wrong entirely.”と反省した上で、
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“my sense of justice was about all there ever was to me.”と警告する (518)。自
分を含む全ての存在へ神の慈愛が降り注ぐと信じる心以上に、自分を中心として
慈愛とは世界とは、と考えることへ警鐘を鳴らしている。ただ、考えるという人
間の営みが全て神への反逆となると結論付けることは早計だろう。ポールは地下
へ去ろうとするヨナに対しこう声をかけている。
PAUL.  Meditate nothing. Learn to contemplate.
Contemplate glory. There will be a light.
Contemplate Truth until it burns your eyes out. (517)
　「何も企むな、栄光をじっと見つめよう」は、神への信頼を基に物事を見よう
というメッセージではないだろうか。「目を焼き尽くすまで」と言うからには、
むしろ人間としてその意味での探究を止めるべきではない。詩劇の最後に店主
が “Nothing can make injustice just but mercy.” (521) と結ぶのは、それを踏み
外して自己を中心とした想念にのみ留まる時、人間は神の慈愛すら不正と認識し、
さらには世界を愛すべきではない場と認識するに至る、というフロストなりの結
論ではないだろうか。
　キリスト教徒として「信」を前提に、「探究する」面と「愛する」面の双方が
人間に必要不可欠な要素として、これらの詩は提示したと言える。だが信じる有
り様が正しいのかという不安が、つまりポールが言う “Our sacrifice― the best 
we have to offer,…―may not be found acceptable in Heaven’s sight.”という畏
れ (520) が、常に各々の人間に付きまとう。したがって行き来する思索の世界で
じっくり想像し考える行為は “Desert Places”のように、暗闇で手さぐりに行う
孤独な営みと言える。Robert Bernard Hassが指摘するように、こうした思索す
る営みは「ひと巡りして元へ戻る」ことになる。“In fact, revelation, certainty, 
and truth… remain inaccessible to the mind that desires them.” (Hass 36) と
論じる通り、ポールのように道を踏み外さず理想的に思索するならともかく、多
くの人間は考え知ろうとするだけでは、世界の真実も苦難の理由も完全に把握で
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きないだろう。
　フロストにとっての苦難とは、愛しい者たちの不条理な死であり、Thompson
が伝記で数々描き出した家庭や他者との葛藤でもある。North of Boston収録の
“Home Burial”で描いた、幼子を亡くした若い夫婦に横たわる相互不理解は、あ
る意味でフロストも実際に苦しんだだろう。夫は “Three foggy mornings and 
one rainy day will rot the best birch fence a man can build.” (54) と苦悩する妻
へ声をかける。良かれと思って核心に触れないとも、自らの苦悩している裏返し
とも言えるが、妻にとっては彼が冷酷な人間だと、決定的な怒りを生むきっかけ
となる。二人の諍いの中彼によぎる、何故こうなるのかという苦悩の思索は孤独
なものだが、自分だけで完結する限り何ももたらさず、害ですらありうる。
　家庭や社会という他者の存在が前提のこの世界にあって、フロストは理知だ
けでなく、愛も必須のものとして捉えている。Lathemとのインタビューで彼は、
詩を紡ぎ出す証として「信」が前提だと述べる。“The most creative thing in us 
is to believe a thing in, in love, in all else. You believe yourself into existence. 
You believe your marriage into existence, you believe in each other, you 
believe that it’s worth while going on, or you’d commit suicide, wouldn’t you?” 
(Frost, The Interview, 271) 彼にとって詩とは、全身全霊で信じる営みであり、思
索する自己存在を信じながら、愛を持って他者や自己を取り巻く事象をも信じる、
双方の営みを経て生まれ出る。夫婦や家族、相手との関係性がどうあれ、それに
対して愛を持つこと。それをフロストは自己のあり方として必須と捉えている。
そして彼の思索も、神や他者・対象との関係性への全身全霊の信を基として行う
内的作業と言えるだろう。
3. 歩みのただ中で
　様々な事象にの中にあり、知ろうとする作業も、愛そうとする作業も、内なる
作業として価値あるものと信じる前提を基に、詩人はそれぞれ重視すると提示し
てきた。仮面劇を踏襲するなら、「神を畏れる」立場を踏み外さない前提となる。
フロストは人間を取り巻く様々な事象の中で、理想的には理知と愛いずれからも
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究極の真実へ辿り着ける可能性を志向していたかもしれない。ただし人間の不完
全さも認識しており、対立的に見える概念それぞれを不完全に描く詩が多い。彼
の理想論と現実論を、Mountain Intervalに連続して収録された二つの詩から浮き
彫りにしたい。
　“Bond and Free”では、仮面劇同様に「知」と「愛」を描いている。愛は大地
を固く抱き締め、時に壁を幾重にも築いて大地に留まるイメージとして示される。
現実へ向き合う属性として内へあらゆるものを包み込むが、その抱擁は大地に残
る轍のように爪痕も残し、「束縛」のイメージに結び付く。思索は想像とともに
フロストの詩に限らず古来飛翔するイメージで捉えられてきた通り、外へ向かう
旅人の姿で描かれ、この詩では「自由」のイメージに結び付く。対置的に描いた
上で、詩人は最終連をこう締めくくる。
His gains in heaven are what they are.
Yet some say Love by being thrall
And simply staying possesses all
In several beauty that Thought fares far
To find fused in another star. (120-121)
　思索は旅の果てに物事の「ありのまま」の姿を手に入れる。全ての矛盾を乗り
越え「融合された」真実と捉えてよいだろう。だがあくまでこの真実は理想的な
形と言うべきだろう。神がヨナに警告した通り、我々は全てを知ることはできな
い。この詩でも思索は飛翔しすぎ、「羽根に焼ける臭い」を漂わせる。理想を描
きながら、実際の人間の限界も詩人は忘れない。一方で愛は、一つ一つは表面的
に美醜様々に見えるにせよ、「美の中に存在する全て」としてどの対象をも捉え
る。我々が今生きる大地に居ながら、それぞれを美と認識し、求めることなくす
でに持っているわけだ。自己の内と同様に万物へ真なるものを見出すのだが、「憂
鬱な二元論者」フロストにとってこれは理想像であり、彼の悩み多い人生を踏ま
えると、自己の認識で全てを推し量りうるという観念に賛成しかねているだろう。
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　その憂鬱な色味の世界観から、続く “Birches”を読むと、「知ろう」「愛そう」
双方の生き方が共に、矛盾を孕む詩人に不可欠なものとして見えてくる。子供が
樺の樹の森で遊ぶ姿に例えて、詩人は「私もそうして樺の樹を揺らす人でありた
い」と表明する。
I’d like to go by climbing a birch tree,
And climb black branches up a snow-white trunk
Toward heaven, till the tree could bear no more,
But dipped its top and set me down again.
That would be good both going and coming back.
One could do worse than be a swinger of birches. (122)
　ここでも木に登り天へ近づくことは「思索・想像」と捉えられる。対して大地
へ降りること・大地にいることは、「愛」と描かれる。「木が耐えられなくなるま
で」というからには詩人にとって思索は “Bond And Free”と同じく、全身全霊の
ものだろう。限界まで思索を凝らし、この悲劇や出会いが何を意味するかと思い
巡らせる。その上で詩人は現実の大地へ、樺の樹が撓んで子供を降ろすように舞
い降りてくる。現実がどう認識されようと、愛そうと努めるのだろう。双方を統
合すると言える「信じる」ことが直接描かれないが、最後の一行が浮き彫りにす
る。つまり「人は樺の木を揺らす者より悪く」とは、フロスト流のこうした現状
認識が「信」を前提にしなければ、ヨナが罰せられ命を失ったのと同じく悪とし
て、詩人を誤った人生へ誘い込むと匂わせていると言える。一つ一つの樺の木を
揺らす価値ありと少年が飽きずに揺らし続けるのと同じく、詩人の眼に映る現実
は、逡巡すべきものとして認識されると言える。
　West-Running Brook収録の “The Armful”も、対立的イメージ双方を捨て去らな
い価値観を描く。道を歩む語り手は、腕一杯に様々な形の「ビンやパンなどの」
荷物を抱えるが、どうしても荷物の山は崩れ落ちる。より良く積み替える工夫
をし、腕一杯の荷物を抱え直して、その歩みを諦めない語り手の姿がある (266)。
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狭間 敏行． Robert Frost on the Boundary
― 歩みの先に見る景色―
目前の事象が「知りたい」または「愛したい」と思わせる事柄でも、「私は孤独だ」
「私は一人ではない」と思わせる事柄でも、その他様々な心象の双方を抱え込み
生きようとした詩人の姿と言えよう。
　こうしてフロストの詩は対立的に見える様々な有り様に対し、その一方のみ
に立とうとしない。Perter J. Stanlisが “Frost’s poetry itself depends greatly 
upon a full comprehension of his dualism, and therefore cannot be correlated 
with his total perception of a spiritual and material reality consisting of 
unresolved pairs of conflicting opposites.” (Stanlis 6) と指摘するように、一方
の概念からもう一方や全体が説明される世界観を提示しない。エマソンの照応の
概念のように、精神的な認識の投影として全ての事象は説明されないし、さりと
て我々が単なる分子の集合体として物理的な一事象の現れと割り切らない。一方
へ収斂しうるものでもなく、いずれかを否ともしない。いずれをも是とする世界
観を提示していると言える。
　ただし、ちょうどいい塩梅という不完全で折衷的なやり方ではない、フロスト
流の真摯な事象への向き合い方が基にあると見てきた。ヘーゲルに言及し、対
立概念について思索する中で記しただろうフロストのノートに注目すると、“…
everything’s having more than one opposite. The Constant Symbol in poetry 
is of confluence without compromise.” (Frost, The Notebook, 58) つまり、詩が描
くイメージは「妥協なき合流の産物」だと考えている。本来相容れないイメージ
が並ぶと、その間に境界線と言えるイメージが詩人の内なる思索の世界にも、外
なる現実や物質世界にも表れる。そこに佇む詩人には、“Away!”に描かれる死の
世界など認識の「あちら」へ向かおうとする、時に悲観的とも言える情動とともに、
「戻ってくる」予感を秘めた楽観的な意識も同居するのではないだろうか。詩人
の歩みが「戻ってきて」続くには当然、双方での最大限を踏まえることが前提に
なる。そして詩人は失ってきた存在を、目の前に臨む人生の中に生きる存在とし
て含み込むことができるのだろう。生の中に死を実感しながら生きる内的な作業
の中で、様々な対立概念を丸ごと受け入れながらフロストの詩は生まれてきたの
ではないか。
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　一方で “Mending Wall”に見たように、その境目は常に崩れ移ろいゆく束の間
のものでもある。一つの認識へ達して視野の中でバランスが均衡し詩が生まれ
た次の瞬間には、その均衡は脆くも崩れ去る。修繕すべき新たな境界線が認識
され、信じることを止めず再び詩人は思索し、また思い切って愛することで新
たな地平を開くのだろう。エッセイ “Education of Poetry”の結びで彼は、詩と
ともに生きてきて培った信じるべき対象として “the personal belief ” “the love 
belief ” “the national belief ” “the literary one in every work of… real art”、そ
して “the relationship we enter into with God to believe future in” 5つの信を
挙げる。(Frost, Selected Prose, 46)。ただし特に「自分自身」と「愛」は、非常
に個人的側面が強く、他者へ説明しがたいことも付される。結果として外面に現
れた時にのみ、他者はそれと認識できる。孤独な内的作業を続けるこうした信念
のもと彼は詩を生み出し、家庭生活や社会生活を送ったのだろう。Thompsonが
伝記に記したように、葛藤は数々あっただろう。詩人は常にそうした葛藤のただ
中で、様々な荷物の組み換えを行い、出来る限り全てを認識世界の内へ受け入れ
ようとし続けたのではなかろうか。他者から誤解され、あるいは不本意な結果に
接して、改めてそうした作業を繰返しながら。
結び
　数々の対立的なイメージの中に立ち、その全てと結び合う人間観を提示する詩
として、A Witness Tree収録の “The Silken Tent”がある。夏の午後に心地よい原っ
ぱで、ネイティヴアメリカンのティピのような形をした、中心に杉の一本柱を据
えた絹のテントが立っている。風に吹かれてたゆたいながら毅然と立つテントは
“She is as in a field a silken tent” (331) 理想的な人物像と捉えられるが、詩の
後半でこう描写される。
By countless silken ties of love and thought
To everything on earth the compass round,
And only by one’s going slightly taut
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狭間 敏行． Robert Frost on the Boundary
― 歩みの先に見る景色―
In the capriciousness of summer air
Is of the slightest bondage made aware. ()
　「愛と思考」を彼が提示する他の対立的イメージと置き換えても、この詩は成
り立つのではないか。例えば「生と死」と置き換えると、彼自身を含め、関わっ
てきた全ての死者にも生者にも彼は結ばれていると言える。ただし固く拘束され
ていない。ふとした瞬間に無数に結ばれた中の一本と結びつきを感じる。その時
詩人はその人との結びつきを感じ、これまでの来し方を受け入れる。その関わり
に価値を実感し、自らの存在の中にその関係性は生きる。
　逡巡しつつ無数の「あちら」と「こちら」の間に佇む詩人の眼差しを通して見
ると、“Desert Places”の荒涼とした暗闇から詩人は、詩に示されない明るみの
世界へと戻る。暗闇は詩人にとって避けて通れない道のりともなる。子を失った
悲しみの最中で夫婦それぞれの振る舞いに決定的な断絶を描く “Home Burial”で
は、冷酷だと妻に叱責される夫の姿に入り混じる苦悩を分かち合えない孤独感が
描かれるが、“I’ll follow and bring you back by force. I will ! ― ” (55) と叫ぶ姿に、
逡巡しても愛を手放せない詩人の姿をも見出すことができる。
　また一方で、“The Pasture”で我々他者へ気軽に呼びかけ繋がりを手繰り、「君
もおいで」とフロストの世界へと誘い込む姿も次の瞬間には、“Away!”で描かれ
たような、仲間の輪から不意に離れて逡巡する姿へ移ろうかもしれない。そして
我々も、詩人が時々刻々と信じることを忘れず、一つ一つの事物に対して直視し
ようとするまなざしを共有するなら、多面的にフロストの詩を味わうことができ
るのだ。
註
　本稿は、2015年9月に行われた、日本アメリカ文学会・東京支部例会（於・
慶應義塾大学）において口頭発表を行った内容に加筆・修正を施したものである。
フ ロ ス ト の 詩 は The Poetry of Robert Frost: The Collected Poems Complete and 
Unabridged.から引用し、頁数のみ本文中の括弧内に記す。付随して示した日本
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語訳は拙訳。
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編　集　後　記
 「足音をつつみて落葉あつく敷く」（長谷川素逝）
　武蔵野にあるキャンパス内を歩いていると、落葉の歩道が心地よい。冬めく木
立を眺めながら確実に巡り来る季節を思う昨今である。
　お陰様にて『英語英文学研究』も創刊（１９７６年１２月２０日奥付）以来、
実に３９年目を迎えたことになる。今回、第７８号も英・米文学から英語学に及
ぶ計４本の論文を掲載し、無事出版の運びとなった。これもひとえに会員諸氏や
関係各位の皆様のご支援の賜物と深く感謝申し上げる次第である。
　この後記を送ろうとしていた矢先、文学部名誉教授であられた萩原　明先生御
逝去の報に接した。先生は１９７１年の開学時より本学にて教鞭を執られ、当時
の視聴覚教室・初代室長として、英語コミュニケーションの教育に多大なご貢献
をされ、また創価大学英文学会会長等を歴任された。学術面でのご業績は勿論の
こと、その暖かいお人柄で常に周囲を包んで下さる先生であられた。謹んで衷心
より御冥福をお祈り申し上げたい。
　更なる充実と発展を期すにあたり、改めて創刊以来ご尽力下さった関係各位に
心からの謝意を表したい。
（文責：木下　薫）
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